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［調査研究報告］戦時下のソ連邦科学アカデミー  

ーその戦時疎開について（Ⅲ報）－  

市 川  浩  

Ⅰ．はしがき   邦科学アカデミー幹部会（11pc3日n日印AHCCCP），  

および，ペー・エヌ・レーベジェフ名称物理学研  

究所ゆ‖3‖tIeC血i‖‖（：′1rH′1ry′1、‖M．n．H．Jk6e月eBa），アー・  

ヴェー・ ステクロフ名称数学研究所佃aTCMaT椚CCl血i  

HTICTHTyTHM．A．B．CTeKJlOBa），化学物理学研究所  

（‖‖C′1「‖′1ylrXHMHtIeCKOfi（b旧‖KH），コロイド電気化学  

研究所（KoJIJlO廿却）－∋JICl（TpOXHMHtlCClα血上mCTHTyT：戦  

後すぐ，物理化学研究所日lICTHTyT（わH3日qCCK（）il  

xHM‖Hに改組される）の4研究所を対象にこの課  

題に取り組み，朝告苦にその成果をまとめ上げ  

た1） 

また，本誌第3巻（2008年）において，“500日  

の封鎖”下にあったレニングラードから疎開した  

レニングラード物畔丁学研究所 いellHllrpa几CK‖畠  

（bH3‖K（〕′1reX‖HtIeCKH畠‖llC川′1、y′1う，ラジウム研究所  

（rhnHCBL，鵬HTICTHTyT），動物学研究所（300Jl（）r椚CCl血i  

HllC′1rH′1ylう，イー・ペー・ パグロフ名称年理学研究  

所 ゆH3‖（〕，月（〕rHtIeCK血i川1C′1「‖′1、y′1、‖M．‖．H．Hこ1B．乃OBこ1），  

ヴェー・ エリ・コマロフ名称植物学研究所  

（B（〕′1ra‖HtIeCKH畠‖llC′1「‖′1、y′1、‖M．B．几lく（〕Mこ1p（淵こ1），天文  

学研究所（AcTpO710MHtlCCliElinTICTHTyT）の6研究所，  

および，モスクワからカザンに疎開した有機化学  

研究所（Ⅰ血c′1「‖′1、y′1、（〕pra‖‖tleCK〔滴xHMHH），一般・無  

機化学研究所（‖1ICTlイTyTt）6叫C畠HlIC（）1）ralIl椚CCl（（）fi  

xHM日日），力学研究所（‖71CTHTyTMCXa71Hl（H）の計9  

研究所について，取り上げた2）．   

筆者は，2008叶2ノ」10口～21口にかけて，（肘）  

口木証券奨学財団の援肋により，ロシア科学アカ  

デミー文書館のほか，研究機関にとってカザンに  

次ぐ第2の1疎開先となったエカチェリンブルク  

（lR，スヴェルドロフスク）に出向き，当地のロ  

シア科学アカデミー・ウラル支部学術文書飾   

旧ソ連邦は国家機構に独立した科学技術官庁を  

欠いていた．本来は純粋な学術機関であったソ連  

邦科学アカデミー（Al（a且CM冊‖aylくCCCP）がその  

かわりを米たしていた．旧ソ連邦（帝政ロシア  

も）の人学・高等教育機関がほぼ教育機能に特化  

していたのにたいして，科学アカデミーは傘下に  

多くの先端的な学術研究機関を集めることで，旧  

ソ連邦における研究活動全般の展開に圧倒的な影  

響力を発揮する，他の国にはない特有の組織ほ  

なった．   

その科学アカデミーは，ドイツ軍のIRソ連邦領  

内侵入にともない，史上類例を比ない規模での疎  

川を実施する．モスクワ，レニングラード（現，  

サンクト＝ペテルブルク）から多数の傘下研究機  

関がカザン巾，スヴェルドロフスク（現，エカチェ  

リンブルグ）巾，その他へと移転し，新しい環境  

で旺盛に戦時研究などに取り組むことになった．  

この疎捌は科学アカデミーとその傘卜研究機関に  

どのような変化をもたらしたのであろうか．   

研究にあたっては，文吉記録類（公文書，ドキュ  

メント，データ等）を基本資料として，それらを  

読むことを通じて史実を巾構成する，いわゆる文  

献実証の方法を採りつつ，モスクワのロシア科学  

アカデミー文書舘（Apx‖Rf）occH批K（滴AKこ1几eMHH  

lIaylく：以下，Apx此f）AHと略記）など，科学アカデ  

ミー傘下諸機関の文書資料を保管する各地の文書  

館で資料調査を実施し，傘卜の自然科学系，工学  

系諸機関のひとつひとつについて，疎開の実際と  

その影響を確定する作業をすすめてきた．   

筆者はまず，（財）三菱財団の援助により，ソ連  
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268），動物形態学研究所（‖llC′1、H′1ry′1rM（〕pd）0肌）rH‖  

隷m鮒′1rl‖｝Ⅸ：ApxHBf）AH，¢oll几669）の3研究所につ  

いては，時間的余硲がなく，調査できなかった．   

文書館などにおける資料保存の状態，公川度等  

によって，資料調査に制約が年じる場合も数多く  

あった．また，資料の痛みがひどく，判読が難し  

い箇所も往々にして存在する．一部に意を尽くせ  

ぬ憾みがあるが，読者のご盟恕をお願いする次第  

である．   

文書館文書は，一般に，「フォンド（加Il几：¢．  

ストック）」，「オーピシ（OnHCb：On．：日録）」，  

「ジェ一 口 いcJl（）：几：ファイル）」という3層の  

区分に従って整理されている．「ジェ一口」につい  

ては，そのかわりに“E且Hl川uaXpaIIClI胴：E几Ⅹp．  

（エジニッツ ア・フラニェーニア＝保存単位）”  

や単に “No．No．（番号）”が使われている場合があ  

る。木書では，引用する文書の題名を“”で括っ  

て示し（題名をもたない書簡の場合はこの限りで  

はない），それが所収されている「ジェ一口（ファ  

イル）」の表題を（く））に括って示すことにする。そ  

して，り卜用した文吉舘資料がどこの文書舘のどの  

フォンド，どのオーピシ，どのジェ一口に整押さ  

れているかはそれぞれの引用注の末尾に／／に  

括って示しておく。その際，文書館名等は略称で  

示しておく。几ないし，．几几はシート番号を示す。  

なお，文書館資料については，報告作成者名，執  

筆者名をイタリックで示すことはしていない。   

ロシア人の名前はその初H箇所で原綴りをしめ  

しておいた．とくに著名な人物には生没年など，  

必要な事項も記入している．  

（Hこ1ytlllI，摘ApxHBypこ1．乃Ⅰ）CK（〕r（〕Ome．乃e‖HiIf）occ‖配KOfi  

AKこ1几eMHH‖ayK）などで資料調査に従事した．また，  

口本学術振興会科学研究費補肋金基板研究（C）  

の資金により，2009年2月8日～14日の間，およ  

び9月13H～25Hの間，モスクワのロシア科学ア  

カデミー文書館で資料調査を行った．   

本稿は，こうした現地における資料調査の成果  

をまとめたものである仁本稿であつかわれる研究機  

関は，スヴェルドロフスクに1疎開した冶金学研究所  

（‖llC′1「‖′1ylrMe′1てⅢ月ypr‖H），鉱山学研究所（‖‖C′1rH′1ylr  

r叩lI（）「（）月CJlこl），地学系諸科学研究所（HlICTHTyT  

rc（）Jl（）rHqCCl皿ⅩlI卿（），モスクワからカザンに疎開し  

た物理問題朝究所（Ⅰ血c′1、‖′1ry′1、d）‖3HtleCK‖ⅩnIX〕6．乃eM），  

グー・エム・クルジジャノフスキー名称エネル  

ギー学研究所（3IICprCTHtlCClⅧ両日IICTHTyTHM．Il．Nl．  

Ⅰくp〉KH〉Kこ1110月CKOrO），鉱物性燃料研究所（‖llC′1、H′1ry′1r  

r（叩H〕qHXHCK（〕naCMl，ⅠⅩ），理論地球物理学研究所  

（‖71CTHTyTTC叩CTHtlCClくOfirco伽3川iEl），rTl央アジアの  

アルマ＝アタに疎捌した地理学研究所（‖llC′1、‖′1ylr  

rc（叩a（b日日），フルンゼに疎開した生化学研究所  

（‖‖C川′1、y′1「6HOX‖M‖‖），遺伝学研究所（‖‖C川′1ry′1r  

re‖e′1rtIKtI），微什物学研究所（‖‖C′1rH′1「〉r＝lt叩〕血0．Ⅷ〕「ⅢⅠ），  

および人戦中の1943叶にモスクワで新設された結  

晶学研究所（‖‖C′1、‖′1yl、KpHC′1「肌月0rpこ1（b‖‖）の計11機  

関である。   

なお，カザンに疎開し，人戦中の1944叶に科学  

アカデミーから分離された自動装置・遠隔擾作研  

究所（‖llC′1「‖′1ylrこ1別、OMa′1「Ⅰ胱HH′1re，月eMeXこ1‖‖K‖）につい  

ては科学アカデミー文書館には1939年までの資料  

しか保管されておらず（ApxHBf池H，¢（州月444），戦  

後の1948叶に科学アカデミーから分離された細胞  

学・組織学・発生学研究所（‖IICTHTyTulTOJ10r日日，  

r‖C′1「（〕．乃Or‖HH∋M6pH（〕，耽）「‖H）についても同様（Apx‖B  

PAH，（Ⅰ）（川且570）であった．また，機械学研究所  

（‖71CTHTyTMaIn川IO13CnC71胴）については，科学アカ  

デミー文書舘では資料は非公l川となっているとの  

ことであった．当該研究所に直接問い合わせてみ  

たが，返答はいただけなかった．   

カー・ アー・チミリヤーゼフ名称植物年理学  

研究所（‖71CTHTyT（f）H3日（）JlOr日日paCTCIM畠封M．K．A．  

TbM‖p5Ⅰ3eBこl：Apx‖Bf鳩H．Oo‖j1390），凍土学研究所  

（‖‖CTHTyTMep3nOTOReneHIMI：ApxHBI）AH，¢oHjl  

（1）拙稿『第2次llし界人戦期におけるIRソ連邦科学   

アカデミーと科学者集団の動l如こ関する歴史的   

実証研究』平成17年度（財）二二菱財団人文科学   

肋成・研究成果朝告苦，2006年11ノ」，1～31  

、 ヽヽ  ペーン∴  

（2）拙稿「【調査研究部告】戦時下のソ連邦科学アカ   

デミーその戦時疎開について（続報）」，広   

島大学大学院総合科学研究科紀要Ⅲ『文明科学   

研究』第3号，2008叶，31－50ページ．   
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Ⅱ．スヴェルドロフスクヘの疎開  

1941年6月24日，すなわち，ドイツ軍のソ連侵  

攻開始から約1ケ月後，モスクワ，レニングラー  

ドに立地していた科学アカデミーの研究機関は7  

月22日より順次カザンその他に疎開していった．  

疎開は，空前の規模で実施され，10月末～11月初  

めにはほぼ完了した．高齢者が多い科学アカデ  

ミー会員は当初カザフスタンに送られる予定で  

あったが，総裁コマロフ（B．Jl．I（oMapOB：植物学  

者，1869－1945．1936－1945，科学アカデミー総  

裁）は移動の途中3日間立ち寄ったスヴェルドロ  

フスク（現，エカチェリンブルク）にとどまる決  

意をし，以降スヴェルドロフスクは科学アカデ  

ミー第2の集中疎開先となった（1）．  

1942年末には，総計15の科学アカデミー諸機関  

がスヴェルドロフスクに立地していた．しかし，  

そのうち，科学アカデミー・ウラル支部（沖aJmCⅢ崩  

如tlaJ7血くa，neMⅥHHayK），ウラル総合探検隊（漁aJhCKaq  

KOMnJIeKCHa只9KCIleMuI45I），科学アカデミー出版局ス  

ヴェルドロフスク支部（CBep，qJ10BCKOeOT，qeJleHHe  

H3月aTe瓜CTBaAKa皿eMHHHa）恨），地震学研究所地震観  

測所（CeficMOJIOrI椚eCKa5ICTaHIIH51CeficMOJIOrI椚eCKOrO  

HHCTHTyTaAKaneM日日Ha）恨；この地震学研究所については科学  

アカデミー文書館に資料は残されておらず，詳細は不明である．）  

の4機関は，大戦前から当地に立地していたもの  

であり，科学アカデミー幹部会，科学アカデ  

ミー・諸支部＝拠点協議会（CoBeT¢11JIJIHaJ10BH6a3  

AKa月eMHHHayK），および，科学技術プロパガンダ  

協議会（CoBeTAKaノ彊eMH甘【I10HayqHO－TeXHHtleCKO蕗  

叩0ⅢaraH月e）の立地は総裁コマロフの当地残留の  

必然的な結果である．当地に疎開した常設の研究  

機関は地学系諸科学研究所，冶金学研究所および  

鉱山学研究所の3機関のみであり，これらがいず  

れも大きな意味で地学，資源科学と関連したもの  

であったことから，科学アカデミー・地学＝地理  

学部 わT且eJIeIIHereOJIOrO－reOrpaか椚eCKHXHayK  

血aノ㌍MHHHayK）と「ウラル・西シベリア・カザフ  

スタン資源の国防目的動員委員会（KoMHCCI相  

r10MO6HJIH3allHHpeCypCOBypaJla，3aIla且HOfiCH6HpHH  

Ib3aXCTaHaHaHy光且b］06QPOHm］）」がこれらに伴った  

かたちとなった．  

国－1 ウラルエ業専門学校（現，ウラル国立工科大  

学）本棟の1階ホール［戦時には砲兵装備工  

場と化していた］．（筆者撮影）  

また，歴史学・哲学部（OT月eJIeHHeHCTOpH別rH  

伽刀OCO伽H），および，工学部附属技術史グループ  

（I加rmarTOHCTQP相川Tem4KurtPHOTnfnerMITeXrMtleC虻Ⅸ  

HayK）もスヴェルドロフスクに置かれることと  

なった（2）．本稿では，当地に疎開した常設の研究  

機関3カ所，すなわち，冶金学研究所，鉱山学研  

究所，地学系諸科学研究所を取り上げることとす  

る．   

スヴェルドロフスク市はもともと伝統ある工業  

都市であったうえに，戦争の勃発とともに数多く  

の工場が疎開し，旧ソ連邦最大の軍需工業地帯＝  

後方兵祐基地となっていた．市内最大級の高等教  

育機関で，巨大なキャンパスを誇るウラル工業専  

門学校（ypaJIhClα泊IlOJMTeXH封円eCl血iHHCTHTyT）のホー  

ル［図－1］や教室には工作機械がところ狭しと  

並べられていた．そのため，カザンに疎開した研  

究機関がカザン国立大学構内諸棟を中心に配置さ  

れたのに対し，スヴェルドロフスクでは諸機関は  

市内の各所に散在するかたちで配置された．たと  

えば，鉱山学研究所は科学アカデミー・ウラル支  

部のなかに面積をえることができたが，幹部会な  

どは郵便局横丁7番地の大きな建物［図－2］に，  

地学系諸科学研究所，冶金研究所などは，ヴァイ   
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Ⅲ．冶金学研究所   

（HHCTHTyTMeTaJInyprHH）   

ネル通り55番地のビル［図－3］に配置された．  

数多くの科学者を迎えるために，スヴェルドロフ  

スク州執行委員会（地方政府）は議長イー・エリ・  

ミトラーコフ（H．几爪心汀paKOB）の決定により，新  

たに500トンの野菜の供給，および，その保管場所  

の確保，ジャガイモ400トンを入れる地下貯蔵庫の  

新設を指示した（4）．  

冶金学研究所は1938年10月15日に設立された．  

設立時の所長は高名な冶金学者であったイー・  

イー・パルジン（H．H．6ap月HH）で，彼は1960年の  

その死去まで所長職にあった．常設の研究所とし  

ては数少ないスヴェルドロフスク疎開組のひとつ  

である．研究所は1941年7月19目付の科学アカデ  

ミーの指令（PacIIQP只光eHHerIOHHCTHTyTyMeTaJIJlyPrI朋  

oT19Hm刀刃1941r．No．50）により疎開を開始し，  

1943年5月15目付の研究所自身の指示（ⅢpHKa3  

日肌EToT15Ma5］1943r．No．24）により，モスクワ  

に帰還した．なお，戦後の1946年4月6日付で  

アー・アー・バイコフ 仏．A．6a触oB）の名称を冠  

されている（1）．  

1941年1月1日から8月1日までの時期につい  

ては，次の18項目にわたる課題について，順調な  

取り組みが報告されている．すなわち，①含燐鉱  

の有効利用法の開発，②ケルチエンスク鉱山の燐  

分を含んだ鉄鉱石加工の最適な方法の探求，③チ  

タン磁鉄鉱の工業的利用法の開発，④マンガン，  

およびその合金の入手法，⑤スラグの粘性と熱含  

量の研究，⑥冶金生産におけるスラグの研究，⑦  

精留法による金属の連続精錬，⑧鉱石，精選鉱加  

工の塩素を使った方法，⑨事前に硫化処理をした  

酸化鉱の浮選法，⑲金属マグネシウムの入手法  

（炭素による酸化マグネシウム還元に役立つ異質  

物のバランスの研究），⑪天然の合金鉱を基礎とし，  

外国産の合金度の低い鋼鉄の品種の研究を基礎と  

した新しい品質の鋼鉄の探求，⑫高温の条件下で  

動く機械類用の耐熱鋼の探求，⑬溶融状態にある  

高品質鋼の非金属含有物，インゴット結晶化，⑩  

マグネシウム合金の合金としての特性の研究，⑮  

高圧下の合金結晶化の研究，⑯銅を基本とした，  

新しい鋳造用合金の探求，⑰マグネシウム，およ  

びその合金の大気による腐蝕の研究，⑱製鉄業，  

非鉄金属業用の，新しい葉蝋石耐火煉瓦（の開  

発），以上である（2）．   

スヴェルドロフスクには1941年7月25日に到着  

した（3）．当地における研究所の活動についてであ  

るが，研究所は一連の工場にたいして科学的・技   

（1）乃r月pOろノ牲Cリr∂p∂COろ丘r〃〃〃C叩eβ∂，C．β．，  

（d）H311tJeeKHeHHCTHTyTbl血aneMHHHa）恨CCCPB   

Ka3aHCKOMyt84BepCHTeTeB r0月bIBeJII4F（Ofi   

OTetleCTBeHHOfiBOfiIiE，I）〉．Ka3aH，2005．cTp．4．  

（2）（くAKa』eM椚eeKa只Ha叩aypaJla－OqepKHCTOpHHM〉〉  

（rhaBHb正ipenayTOp－B．B．A脚ree8）．   

EKaTepHH6ypr－CaHKT－rleTe血r，2007r．cc．167，   

168．  

（3）職M鑑e，CC．170，171．  

（4）TbM鑑e，CTp．170．  

図－2 郵便局横丁7番地のビル．（筆者撮影）  

図－3 ヴァイネル通り55番地のビル．（筆者撮影）  
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術的援助をl旺盛に展川した．こうした丁陽として  

は，チュソフスコエ冶金丁場左，ネヴィヤンスク丁  

場，ベーロヴォ亜鉛精留⊥場，イジョラ⊥場，第  

76丁場，第170丁場左，ウラル・アルミニウム丁場，  

南ウラル・ニッケル，ペルヴォウラリスク珪石焼  

瓦⊥場などを挙げることができる．また，研究所  

は全体として，科学アカデミー「ウラル資淑の国  

防目的動員委員会（IくoMIiCCI労IAHCCCI）IIOMO6Iin‖3叩Ii  

pccypc（）U沖aJlalIaIIy）1く動Ⅰ（）6（）p（川bI．）」の活動に参加  

し，（喜〕亜鉛の連続精留（科学アカデミー通信会員  

デー・エム・チジ コフ几肌tIH）1く川（（）B指導，エ  

ヌ・エヌ・セノブコフ」1．H．CclI（）61《）B実施，），  

（②クイブィシェフ（lく頭払ⅠⅢeB）名称丁似で2日級  

銅の生芹技術の改善（アカデミー会員イー・ペー・  

バルジン11．11．†元p且肌，エヌ・テー・グウツオフ  

」1．T．nⅥIl（淵指導，アー・ペー・ ブローノフ  

A．11．Ilp（）‖（）Uら実施），③精錬彼の溶鉱炉巾の木  

質スラグからの酸化アルミニウム含有セメントの  

入手法（アカデミー会員エ・ヴェ・ブリッケっ．  

B．I；pHulくC指導，エル・エリ・ペヴズネルf）．  

几Ⅰ五R3ⅠIep，エリ・イー・ツイレフ「71．‖．uI）l．乃eB，  

ヴェー・ヴェー・ ラーピン」〕．B．几1n‖‖笑施），  

などの研究を展開した．また，別途，①第170⊥場  

では，損火の原凶究明とその防止法のl甘発（イー・  

イー・プラクシン」1．H．H．乃aKC川l指導，エヌ・  

エヌ・プチチキン」1．H．11THql（川Ⅰ実施），②冶金  

材料の晶質管理法の統一（ブリッケ，グウツオ  

フ，ペヴズネル指導，ヴェー・ ヴェー・リークマ  

ンH．B．f）HI（MaII実施），③軍需⊥業のために含銅  

鉱を精錬するノノ法の川発（バルジン，グウツオフ  

指導，ツイレフ，ヴェー・アー・ダヴィジエンコ  

H．A．ノ胸u昭C＝《）B実施）もすすめられた川．   

非鉄合金グループのリーダーであった科学アカ  

デミー過信会員ポチヴァル（A．A．I加uap）は機械  

学研究所（‖71CTHTyTMaInH71013CnCI…）とともにカザ  

ンに疎捌したため，1942年7月14H付研究所長指  

令によって，7ノ」16口より冶金学研究所所員録か  

らその名前を当面のm，削除することとなった．  

このため，同グループには上級研究員が1名在籍  

するのみとなったが，ポチヴァルとの連絡は失わ  

れず，その指導に某づいて研究活動が継続され  

た．また，レニングラードから科学アカデミー会   

員エム・エム・カルナウホフ（れM．仏p‖ayX（淵）が  

スヴェルドロフスクに移動してきたが，1942年9  

月20ロイ、」‘所長指令Nn．69によって研究所は彼を迎え  

入れ，製鋼グループを組織してその長とした．研  

究所員の異動についてみると，この2什以外の異  

動は見られないしJうー．  

1942年になると，以前にもまして実践的な性格  

の諸課題に取り組んだ．こうした裸題には，（喜〕東  

部諸鉱Illのマンガン貧鉱の利用法（バルジンら），  

（卦溶解塩中の固形炭素の鋼への浸炭法（グウツオ  

フら），③精留法による鈴の連続精錬（チジコフ  

ら），④スクラップ利用法（パルジンら），⑤特殊  

鋼2日における燐分コントロール法（グウツオ  

フ），⑥タングステンが皆無，ないし，ほとんど含  

まない高速切削用⊥具銅の精錬に溶鉱炉巾のクロ  

ム鉄を利用するノノ法（グウツオフら），（訂冶金原料  

と製品の品質管理法の統一（ペヴズネルら），⑧南  

ウラル・ニッケル⊥場におけるニッケル，ウラル・  

アルミニウム丁場におけるアルミ年産の集約化  

（チジコフら），⑨第170⊥場における損失の発生  

賑の確認とその除去法のl川発（プラクシンら），⑲  

耐火材寿命の長寿命化，欠陥をもつ耐火材の交換  

（ペヴズネルら），⑪バナジウム回収量増加をH的  

とした化学丁場におけるスラグの研究（ブリッケ  

ら），⑫マンガン鉱，鉄鉱石，合金鋼鉱石の冶金学  

的評仰（パルジンら），などが並べられていた．高  

晶質製晶の確保とならんで，貧鉱の利用や代替的  

年産ノノ法の追究など，戦時における物資供給の逼  

迫を背景とした研究が日立つし6－   

このほか，1942年1月には所内に“戦利品金属  

の研究に関する委員会”が設置され，パルジンが  

委員長，グウツオフが副委員長をつとめた．その  

活動の詳細については明らかではない（7〉．  

1943年3月13口小J‘の人民委員会議決定によって  

モスクワへの帰還が決まり，6ノ」と9ノ」の2陣に  

分かれて帰還作業が実施された．モスクワでは，  

面積確保のため，たいへんな労力と時間を費やし  

た．研究課題については，それまでの貧鉱利用や  

代替年産法川発などの課題は，引き続き，高速切  

削用⊥具銅の代用品開発やウラルの酸化鉱石から  

ニッケルやコバルトをえる方法の開発などのかた  

ちで追究されていったが，戦時中旺盛に進められ   
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た各地における資淑調査の結米と戦局の有利な転  

換を背景とした復興事業の必要性を反映した課題  

も多く見られるようになった．例えば，前者では，  

カザフスタンで新しく発見された天然「耐火材の精  

錬技術のl川発やマグニトゴルスク，アタスイ，ク  

リヴォロージェ ，ヴィソコ＝ゴルスク諸鉱Illの鉄  

鉱石分析・評価の仕事，あるいは，後者では，鉄  

道網復旧のためのレール年産に関する裸題などが  

挙げられようし8－ 

1944年になると，企業への技術援助は「もう独  

Hの意味をもつものではなくなって」おり，計画  

にも盛り込まれることはなかった．面積，研究手  

段の確保に岬吟しつつも，研究所は拡張され，鉄  

鋼，非鉄金属拾金学，冶金⊥程，高周披電熱⊥学，  

金属物理学関係の新しい研究分野とそのための実  

験装置群を1945年までに大出に導入することが決  

まっていた潮．  

llこ1ytll10‖CC，月e几OB打1reⅧ）CKOfipa60′1re‖llC′1、‖′1ry′1、a3こ1  

1944「．〉〉．／ApxHRf）AH¢．1926．On．1．几82／．〃L  

2，3．  

Ⅳ．鉱山学研究所   

（HHCTHTyT rOpHOrOAeJIa）   

戦争l川始とともに，1941年における研究課題13  

テーマ巾8テーマを不要不急として削除した．こ  

うしたテーマのなかには，選鉱作業の複合的な機  

械化，ボーリング作業の什軌化・機械化など，肉  

体労働軽減に関するテーマや，炭鉱の坑道におけ  

る大気の状態管理など安全性に関するテーマも含  

まれていた小．   

研究所は，1941叶9ノ」にいったんカザンに疎開  

することが決まり，研究員と研究機器の運び込み  

も終えたが，機器類の封を解く暇もなく，同月中  

にはスヴェルドロフスクに転送となった．このた  

め，研究所は混乱に陥り，10月1日に到着したス  

ヴェルドロフスクでようやく研究が巾開できるよ  

うになるのは11月25日のこととなった（2〉．   

戦時において同研究所は，旧ソ連邦屈指の石炭  

再出地でありながら，戦争によって被害を蒙った  

ドネッ炭田（いわゆるドンバス），クズネッツ炭田  

（クズバス）などの復興を中心裸題として活動を  

展開する．スヴェルドロフスクで活動巾開の条件  

をえると，ただちに，（D炭鉱における坑木材料の  

節約ノノ法（アー・エム・テルビゴレフA．M．  

′l「cpnHr（）pCBら），②ドンバスの地下坑道における  

ガス淫汗Hの流動性予測と制御法のl用充（所長  

アー・アー・スコチンスキーrA．A．CI（（）q川ICl（Hii  

ら），③諸鉱山におけるガス汚染との戦い（アー・  

エス・イリーチェフ11．C．‖瓜HtIeRら），（㊤ブィ  

シマ銅Illのための新しい作業システム開発（テル  

ビゴレフら），⑤その他，諸鉱Ill企業への援助・助  

言活動全17什に触り組んだこう）．1942年になると，  

庄〕ドンバス，ポドモスクワ炭Ilrの復興に関する技  

術政策の立案，②ガス湧出が激しいウラルの銅Ill  

（ブィシマ♂）ことかどうかは十こ廿‥著者），およびクズバス  

の坑道通風の強化策，③クズバスにおけるガス湧  

出の制御法探求，④自然発火による坑内火災の消  

火・予l妨策に力が注がれるようになった（l〉．1943   

（1）（くーセe月‖C．乃（〕BHe）〉K（〕nHC‖1／Apx日月Ⅰ）AH（如l几．1926   

0n封Cb．1／．cTp．1．  

（2）“〔九tIe′1、‖‖C′1、‖′1ry′1て1Me′1、a几乃ypr‖‖AKこueM‖H‖こ1）≠   

CCCf）n（川Ⅰ，In（〕，月‖e‖ⅠⅦ0Ⅰュ月a‖こ1pa60′1、1941roノWL”30   

anpc朋1942r．B（のTqCT（川a門II（）－   

HCC．乃e几OBa′1、即Ⅰ，CK（滴pa60′1re‖llC′1rH′1ylra3こ11941「．）〉．／   

ApxHBf）AH¢（〕l1月（以卜，¢．と略）．1926．OnHCI）   

（以下，On．と略）1．ノIcJl（）（以下，ルと略）37／   

几几211．  

（3）“0′1、tIe′1、（〕月e汀1、e．乃Ⅰ）ll（〕C′1、‖‖‖C′1、‖′1ry′1て13こ1nepBI｝鵬「（〕月   

日（）血≠，Ⅰ．”20．08．42．／伽Ⅹ日日PAH（Ⅰ）．1926．Oml．ル   

60／．几11．  

（4）坑くa3．BnpHMCqaIMH（2）．JIJl．12－16．  

（5）“oTtlCTO71aytmO蕗且C汀TCJJbIIOCT日日‖71CTHTyTa3a  

1942r．”30几eKこ16piI1942「．B（（）′1rtIe′1、（〕pこ16（〕′1、e   

‖71CTHTyTa3a1942r．））．／ApxH13PAH（I）．1926．OIl．  

1．ノし59／．JIJl．5－7．  

（6）¶1M〉Ke，几几1122．  

（7）ylくa3．BnpHMCqal1日H（3）．Jl．12．  

（8）（OTtlCTO71aytmO一日CCJICnO13aTCJlbCl《）fipa60TC   

‖llC′1「‖′1ylra3a1943「．〉〉．／ApxHRf）AH¢．1926．   

On．1．ノし59／．JIJl．2，11－19．  

（9）“0′1rtIe′1、（〕月e汀1、e．乃Ⅰ，l10C′1、‖‖‖C′1、H′1ry′1て1Me′1て1几月ypr‖H   

Al（ajleMHH‖ayT（CCCf）3こ11944「．”B（4）TtleTO  
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年10月，科学アカデミー幹部会の指示でモスクワ  

帰還が決定すると，研究所はスヴェルドロフスク  

における清動のピッチを上げ，クズバス，さらに  

カラガンダ炭田の復興に関する仕事に力を集中す  

るとともに，ドンバス復興に関する活動の拠点を  

モスクワに｝期に移すべく，作業グループをモス  

クワに派遣し，その準イ刷こあたらせるとともに，  

スヴェルドロフスク滞在中に収集した資料の整  

理・分析を旺盛に進めた（5）．モスクワに帰還して  

も，この研究所に実質的に割り当てられた両横は  

100Ⅰぱに過ぎず，サービス部門は廊下に展開しな  

ければならなかったし61．   

それでも，1944年になると，（喜〕ドンバスの復興  

に，当地における新しい坑道の建設の課題が加わ  

るとともに，②石炭，とくにコークス用石炭の芹  

肘増大に寄与する自然条件の解明，（諌有用な地卜  

資源，とくに非鉄金属，希少金属の鉱脈を技術的，  

経折的に評仰する方法といった，より一般性を  

もった課題に回帰していくとともに，（㊤鉱山業の  

諸問題についてのコンサルタント業務を継続して  

いった7）．こうした変化について，研究所は「1944  

年における研究所の科学活動の特徴は，1941－43  

叶に比べて，理論的な仕事の方向に人きく傾斜し  

た点にある」（H〉と総括している．なお，ドンバスの  

作業システムの改善・機械化については，大戦中  

に獲得した西側諸l七l（イギリス，アメリカ，ドイ  

ツ）の“北進的な例”，とくにアメリカの炭鉱作業  

システムに関する知識を積極的に役立てようとし  

ているしリ1．  

On．1．几214／‥乃皿3640．  

（5）“0′1rtle′1rO′几e汀1、即Ⅰ，‖OC′1、H‖‖C′1rH′1ylrこ1「（〕p‖Or〔用e，月a  

ヽヽ  AKa且CMI朋HaylくCCCP3a1943－fir（Ⅵ．13（くTlⅧ）130蕗  

（〕′1’tIe′1’（〕‖aytI‖（〕HCC．乃現（〕Ba′1’即Ⅰ，CKO畠pa〔；（〕′1’e  

Il‖C′1、‖′1ry′1、a3こ11943「．〉〉．／ApxHBf）AH¢．481．（九  

1．ノし224／．Jl．2．  

（6）“Ⅰくpa′1、KI亜（〕′1、tIe′1、（〕月e汀1re瓜Il（〕C′1「‖Ⅰ血c′1、‖′1ry′1、arOp‖（〕「（〕  

リ  jleJIこIAl（こIneM‖HHこIyT（CCCf）3こ11944ron．B（4）TtleT   

OI明月lIO一日CCJICnO13aTCJlbCl《）蕗pa60TC‖llCTHTyTa3a  

1944r．〉〉．／ApxHBf）AH¢．481．（）n∴1．几240／‥乃．   

45．  

（7）′lもM）1くC，Jl．2．  

（8）≠M〉Ke．  

（9）′ltlM）1くC，Jl．17．  

Ⅴ．地学系諸科学研究所   

（HHCTHTyT reOJlOrHqeCI（HXHayI（）   

本研究所は1937年エム・ヴェ・ロモノーソフ名  

称地球化学・鉱物学・結晶学研究所（‖IICTHTyT  

reoxHMHH，M‖‖epaTIOr‖‖‖Kp‖CTaTIJIOrpad）HH‖M．Nl．B．  

t恥vIIOCOBこl：JTHrEM），岩石学研究所（Ile，1TX）rpこId）‖tleCK油  

日lICTliTyT：l肝17）‖H），および地学研究所（ltx）JⅡ）r椚CCl（鵬  

Ⅰ血c′1rH′1ry′1、：「‖H）が合併して誕年した．くどい名  

称をもつのはこのためである1）．   

もとよりその研究活動において」牡他調査の比屯  

が大きい研究所であるが，1941年前半も，ウラル  

にアカデミー会員アー・エヌ・ザヴァリッキー  

（A．H．3aBap肌世鵬），カフカーズにアカデミー通  

信会員ペー・イー・レーべジェフ（H．‖‥ne6e月eB），  

ヨーロッパ台地にアー・アー・ブローヒン（A．A．  

†；丑）Ⅹ川Ⅰ），エヌ・エス・シャツツキー（H．C．IuaTClα山）  

らを派遣し，地学資料の収集にあたらせていた．  

戦争が始まったのが」牡他調査にふさわしい夏季で  

あったこともあって，l王1防資源の開発を臼的に，  

各地の鉱山などに調査に川向レ、ていった．ザヴァ  

リッキー率いるウラル調査隊のほか，バシキール  

にはブローヒン，シャツツキーら，カザフスタン  

にはアカデミー通信会員イー・エフ・グリゴリエ  

フ（‖．（Ⅰ）．I、pHr（）pbCB），エム・エフ・ストレルキン   

帆（Ⅰ）．CTpCJll川lI），東シベリアにはヴェー・アー・  

オブルチェフ（B．A．06pytleB），エス・エス・スミ   

（1）“cnpa131（aO13hlnOJ171CIMHTCMaTHqCCl《）rOnJlaIIa   

‖71CTHTyTar叩IIOrO且CJla3a1941ron．”13（OTtlCTO   

‖aytI‖（滴pこ1丘〕′1re‖llC′1rH′1ylra3a1941r．〉〉．／旬）X‖B   

f）AH（Ⅰ）．481．On．1．ノし198／．Jl．2．  

（2）“oTtlCTO71aytmO蕗且C汀TCJJbIIOCTH‖71CTHTyTar叩IIOrO   

jle，月こIAHCCCI）3a1941r．”TaM〉Ke，n，n．4，5．  

（3）′1もM）1くC，JIJl．6－11．  

（4）“3an‖Clくa－（）TqCT（）6日T（）raXlIayqlI（）－   

HCC．乃eノⅦ〕Ba′1、即Ⅰ，CKO前月e汀1、e．乃Ⅰ）ll（〕C′1、‖‖IIC′1、‖′1ry′1て1rOpl10「（〕   

且CJlaAHCCCP3a7MCC月uC131942ro且a．”13（OTtlCT   

OII耶月IIO一日CCJICnO13aTCJlbClくOpa60TC‖IICTHTyTa3a  

1942r．，月On（〕，月‖ellHiIKn．乃a‖y〉〉．／Apx日月Ⅰ）AH¢．481．  
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ルノフ（C．CCMHp‖（〕B），カフカーズにはレーべジェ  

フ，エリ・イー・シチェルバコフ い．‖．11kp6aKOB）  

らが改めて派遣された．このうち，ウラル調査隊  

の目的は新しい銅鉱脈の発比であった2）．「地学の  

季節労働的性格のために」にi－，研究員は1942年の前  

半になってスヴェルドロフスクなどに集まり，室  

lノ引こおいて各地で採集した地学資料の検討に集中  

した．一応，研究所本体はスヴェルドロフスクに  

置かれたことになってはいたが，研究員は同地の  

ほか，ミアス，ウーフア，イルクーツクなどに分  

散しており，相互の連絡は困難を極めた．スヴェ  

ルドロフスクには，新たに所長に任命された  

アー・イェ・フェルスマン（A．E．¢epcMa‖）のほ  

か，地学資料の分析にあたるレントゲン＝化学研  

究室（托IITrClI（）－ⅩHMHqCCKa河Jla丘paT（）p朋），スペクト  

ル分析研究室（几血）pa′1rOpⅢICneK′1rpa．乃Ⅰ）ll（〕rOこ1‖a．乃H3こ1）  

などが置かれていた川．  

1942～43年，上記の諸地域のほか，ウスチ＝カ  

メノゴルスク，ノヴォシビルスク，カフカーズな  

どにも展開していた研究員たちによって，それぞ  

れの土地で，銅，アルミニウム，マンガン，鉄，  

ニッケル，希少金属，石炭，石油，耐火材など，  

l王1防上価値の高い地下資源の開発に関する研究に  

従事した（5〉．  

1943年5，6月，研究所はモスクワに帰還した  

が，夏季の」牡他調査に出かけていた研究員の多く  

が戻ってきたのは8～10月，全員の帰還は1944年  

1月となった．この段階で，研究所の総職員数は  

165名，科学アカデミー会員7名，同通信会員6  

名，博十・上級研究員あわせて80名の大所帯で  

あったし61．   

戦時中盛んに実施された現地調査のため，研究  

所には膨大な数の地学資料が集められ，1944年に  

なると，そうしたものの分析結果や槻地調査に関  

する朝肯類の執筆・編集作業が膨人なものとなっ  

た．報告のタイプ打ちと地l対作製のために定員外  

職員を雇用したが，被らの給与一のためにr算は圧  

迫され，運転手の給与と調査清動費に不足を生じ  

ることが多くなった7）．それでも，この年は，北  

方，モロトフスク，ウラル，カフカーズ，東シベ  

リアの地学調査を実施している．1944叶5ノ」20口  

現在の定員は216名にまで拡大していた（H〉．  

（1）（れpe几HC，耽）B‖e〉〉K（〕mlCH2．仏pxHBf）AH¢．1612．   

On∴2ノ．  

（2）“KpaTl皿fioTtlCTOnC57TCUlb710CTH‖IICTHTyTa   

reoTIOrHtleCK‖XHこIyT（AF（こIneM‖‖HこIyT（CCCI）3こ1  

1941「．”B（（）′1rtle′1「〔川こ1ytl‖0HCC，月e几胆汁1、e．乃Ⅰ）CKO畠   

nc57TCUlb710CTH‖IICTHTyTa3a1941r．〉〉．周〕XH13PAH   

¢．1612．（九1．几47／．胴25．  

（3）“CB（〕月Kape3y月Ⅰ，′1ra′1、（〕Rpこ16（〕′1「‖llC′1rH′1ylra  

IIcoJlOrHqCCl皿XHayl（AHCCCP3anCp130CI10JⅣrO且‖C  

1942r．”B（（）′1、tIe′1、（川aytIl10‖CC，月e几）Ra′1re瓜CK（〕fi   

pa6（）TC川、H3anCpU（）Cn（Vlr（）却C1942r．〉〉．／Apx此   

PAH（Ⅰ）．1612．〔h．1．几61／．Jl．1．  

（4）≠M〉Ke，∬L2，20，21．  

（5）“oTtlCT‖IICTHTyTaI、coJlOrHtlCClαⅨllayl（AKa且CMI朋   

71aylくCCCP3a1943r．”13（OTtlCTO71ayt1710－   

‖CC．乃e几）Ra′1reⅧ）CK（〕fipこ16（〕′1re‖llC′1「‖′1ylra3a1943r．〉〉．  

／Apx此f）AH（Ⅰ）．1612．On．1．ノし75／．Jl．1．  

（6）′ltlM）1くC，Jl．2  

（7）“〔）1rtle′1rOpこ16（〕′1re‖llC′1「‖′1ylrareO．乃（〕rHtleCK‖Xllこ1甚   

AKa且CMI朋71aylくCCCP3allt）I10JlO13日‖y1944r（ua．”   

B（イ）1、tIe′1、（〕‖aytI‖（〕‖CC．乃e几OBa′1reⅧ）CK（〕fipこ16（〕′1re  

Il‖C′1「‖′1ry′1、a3こ11944「．）〉．／Apx‖月Ⅰ）AH¢．1612．On∴  

1．ノし84／．Jl．1．  

（8）≠M〉Ke，几10．  

Ⅵ．物理問題研究所   

（HHCTHTyT（bH3HtIeCKHXTlpO6JIeM）   

「ある特定の学問分野に取り組むのではなく，  

その範囲がそこで働くことになる個人，幹部科学  

者によって肌確にされる，様々な科学上の諸問題  

を研究する」研究所たるべぐ1） ，1934年に，著  

名な物畔学者ペー・エリ・カピッツァ（H．几  

KanHlla，1894－1984，1978年ノーベル物理学賞受  

賞）を所長として設立された．とくに低温物理学  

の分野の仕事を基礎にした様々な研究を実施して  

きた研究所であるが，第2次llし界人戦時には，液  

体酸素の人量供給を可能とする装置の開発を中心  

裸題としている．液体酸素供給装置は溶接の火力  

を高めるH的で，あるいは冶金への応用をH指し  

て，戦争開始の2年前から研究が進められてい  

た．冶金への応用研究を指導したのは冶金学研究   
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所のイー・ペー・ バルジン（‖．H．Bam‖‖）であっ  

た．ドニエプロペトロフスク，ペルミ州北部の  

チェルノレーチエの冶金⊥場における実験で送凪  

の酸素含有率が1ヅ，上がると年産性が10％，上がる  

ことが証明され，有望視されていたが，戦争川始  

とともにこの分野での研究は中断された．かわっ  

て，液体酸素は，粉砕された木屑や微粉炭と混合  

してつくる液体酸素含有爆薬，いわゆる液酸爆薬  
オナンりケrノイ  

（≪01くCHJl川通日T≫）の原料として注月されることと  

なった．研究所は1941年秋にカザンに疎捌するこ  

ととなったが，当地のカザンl七l立人学木構西軍1  

階で，所長カピッツァみずから，ガス冷却用減圧  

弁附きピストン・エンジンを使った，新しい効率  

的な液体酸素供給装置の開発に従事することに  

なった2）．試験の過程で生み出された液体酸素は  

カザン巾内の軍の病院と溶接作業をおこなう諸丁  

場に供与された．1942年には総計62，000kgの液体  

酸素が生み出され，科学アカデミーの諸研究機関  

にも配分されるようになった（：う〉．   

この液体酸素供給装置開発のほかにも，研究所  

は様々な戦時研究に取り組んでいる．1942年，こ  

の液体酸素供給装置に応用される高速回転機構の  

作動特性の研究とボールベアリングの理論，深刻  

な不足状態にあった血清，アナトキシン，バクテ  

リオファージづくりのためのバクテリア・フィル  

ター開発，マリ製紙コンビナートのための，電気  

伝導性をもつ，新しい稗類の黒鉛添加物含有紙川  

発のための物理学的側面の研究（航空実験研究所  

JIcT710一日CIlhlTaTCJlbIR，lfi川ICTHTyTによりバッテ  

リーの部材に利用される予定であった），セルロー  

スから防水紙をつくる技術の開発（モスクワl王1立  

人学のベー・ヴェー・ イリーンI；．B．‖Jl♭＝‖ら  

と共同），ベンゾールとトルオールの精留法，特殊  

用途用電子光学機器の研究（レニングラード物理  

⊥学研究所第4研究室と共同），物理学研究所のエ  

ス・エリ・マンデリシュタム（C．几八旭Il几e川）Ⅲ′1、こ1M）  

との共同による“l七l防用機器（内容不明）”の開  

発，生理学研究所のエス・ヴェー・クラフコフ  

（C．B．1くpaBK（〕B）らとの共同による暗視装置の改良  

研究に取り組んでいる．また，こうした“戦時研  

究”以外にも，エリ・デー・ランダウい．几几111月こ1y，  

19081968，1962年ノーベル物理学賞ノ受賞）を中   

心に一連の流体力学上の理論問題にも触り組み，  

ヘリウムの超流動状態に関する畔論（ランダウ），  

超流動状態液体における拡散現象に関する理論  

（アー・べ－・ ミググル11．B．肋汀几a，月）を牛み  

Hしている川．  

1943年7ノ」，研究所はモスクワに帰還する．帰  

還までの間，研究所は，マリ製紙コンビナートの  

ためにバイオフィルターの年産技術に関する研  

究，暗視装置に関する仕事，ベンゾール・トリ  

オール混合物を分析する光学的ノノ法のl川発を急い  

で実施した（5）．モスクワに帰還すると，研究所の  

構内に“第2アセチレン溶接⊥場（AuT（）rCIIII血i  

3こ1月（ⅥNo．2）”を建設し（fう〉，リ「き続き効率的な液体酸  

素供給装置の開発研究を人規模に展開した．その  
・力  

量芹型装置′l「K－200は液体酸素毎時200kgの製造  

能力をもつ装置であったが，1943年2月から国家  

試験の入り，4月1口に合格し，11月6口から畳  

床体制にはいることとされた7）．   

しかし，この頃から，戦前に触り組んでいた畔  

論的諸問題への回帰も人幅にすすんだ．ランダウ  

はリlき続き液体ヘリウムに関するものなど，一連  

の理論的研究をすすめ，カピッツァは低氾，かつ  

強い磁場のもとでの金属の電磁的性質の研究に，  

アー・イー・シャリニコフ（A．‖．Ⅲこ1瓜IlI胱（〕B）は超  

伝導物質の中間的状態の特性に関する研究に，  

ペー・ゲー・ストレルコフ（Il．I∴CTpCJllく（拍），エ  

ヌ・アー・ブリリアントフ（H．A．BpH．汀Hall′1rOR）は  

低氾における物質の熱特性に関する研究，エヌ・  

イェ・アレクセーエフ（H．E．AJICI（CCCB）は合金に  

おける超伝導現象の研究に触り組んだH）．この間  

の事情を所長カピッツァは，「2年間の巾l析のの  

ち，研究所のテーマは段階的に巾び次の年の初め  

にl句けて結晶しはじめたのである」9）と評してい  

る．  

1944年現在研究所の総定員は103名，科学アカ  

デミー会員3名，博十3名，博十候補6名，初級  

研究員3名，司書1名，科学抜術要員10名，機械  

⊥・電気⊥24名，行政・管理要員9名，初級サー  

ビス要員28名，ガレージ用務員5名，実験丁場勤  

務員7名，院生7名（博⊥課程生3名，候補課程  

生4名）であったL■り）．   
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Ⅶ．ゲー・エム・クルジジャノフスキー  

名称エネルギー学研究所   

（E）HepreTHtleCI（HfiHHCTHTyTHM．r．  

肌．Kp混H混aHOBCKOrO）   

（1）汀－／7砲用岬，（（ヨKCnepHMe‖′1「，′1、eOp‖叫npこ1K′1、‖Kこ1〉〉．M∴  

（胡a甚a）〉，1981r．c′1、p．129．  

（2）7加ギガ）β，ノり．C，7如7（－〔）β，几／：乙J用〟て好）CβJ7，C．β．，  

（く¢H3‖tleCKHeHIICTHTy・11｝IAl（ajleMH‖HayF（CCCf）B  

lくa3こ1IICKOMy‖HBepC‖′1、e′1re f主「（〕ノ恥IBe．乃Ⅰ胱（〕fi   

OTCqCCT肛lIII（）iiu（）血上，Ⅰ〉〉．佗13alI，2005．cc．12－14．  

（3）（忙九tIe′1、（〕pa60′1、e‖‖C′1、H′1ry′1「こ1（b‖3HtIeCK‖XnpO6，月eM   

Al（ajleMHHIlayT（CCCf）3こ11942「．）〉．／ApxHBI）AHO．   

447．On．1．ル42／．JIJl．1，2．  

（4）¶1M〉Ke，几几24．  

（5）“cyrtlCTOpa60TC‖IICTHTyTa（I）H3日tlCCl皿XIlpO6JICM   

血a且C附HIIaylくU1943r．”B（のTqCT（川a門II（）－   

HCC．乃eノⅦ〕Ba′1、即Ⅰ，CKO畠pこ1丘〕′1re‖llC′1「‖′1ylra3こ11943「．）〉．／   

Apx日日f）AH（Ⅰ）．447．On．1．ル49／．JIJl．1，2．  

（6）′1もM）1くC，Jl．1．  

（7）“Ⅰく招こ1，月‖（bHKこ1叩‖‖（〕npe月e脛Il川0′1、eX‖（〕   

∋l（OIIOM椚CCl（‖ⅩIl（Ⅶくa3aTCJICiiycTCIIOrpaMML，Ⅰ  

3aCC朋l1日ii∋Ⅰ（CnCpT川Ⅰ（）蕗1く（）MHCC日日n（）I明月II（）‾   

′1reX‖HtleCK（滴y′1「こ1110BK‖Tlく2001こ1日pe月‡I1943r．”B  

（（CrcIIOrpaMMh13aCCnaIMfi11pa13日TCJJbCT13C‖‖（）蕗   

KOMHCC‖H，月OK月aノⅦlaiI3こ1日‖CKa H．刀．1くこ1日‖川，Ⅰ‖  

IlepeIl‖CF（こICCHlくCCCf）ope3yTII，TaTaX‖CIlI，Ⅰ′1てI   

ycTaII（）Ul（H且調n（）J椚ClI胴）1く日月1く（）「（）Ⅰ揖Ⅳ1叩（Ⅵa′l「K－   

200．〉〉24．02．4306．11．43．／Apx日月Ⅰ）AH¢．447．  

（）n．1．几51／．几82．1，2．：カビッツアは1943年，   

政府酸素⊥業総管理部（I、JlaB‖（）CynpaUJIC‖HC   

KHC，口01X）ノ叩OfiHIX）ⅣlI，l山汀eIIIIOC′1「Ⅰ－「口こIBIくIIC．汀Op（↓1一口l）H   

CHlくCCCf））の責任者に任命されている．  

（8）坑くa3．BnpHMCqal1日H（5）．JIJl．2，3．  

（9）（れepetle‖Ⅰ，（〕C‖OB‖Ⅰ｝IXllaytI‖（〕′1、eX‖‖tIeCKHXnp（〕6月eM   

‖71CTHTyTaIIa1944r．））．／Apxfl13PAH（I）．447．On．  

1．ル53／．Jl．1．  

（10）“CB現e‖H‡IKO′1、tle′1ry（〕pこ160′1re‖‖C′1、H′1ry′1て1¢‖3HtleCK‖Ⅹ  

11po6JICMAHCCCP3a1944r．”13（OTtlCTO71a門IIO一   

日CCJICnO13aTCJlbCl《）fipa丘）TC‖IICTHTyTa3a1944r．〉〉．  

／Apx日月Ⅰ）AH¢．447．On．1．几54／．几3．  

規模も人きく，lRソ連邦の⊥業化などに果たし  

た実践的な役割も大きかった研究機関ではある  

が，科学アカデミー文吉f捌こ保存されている資料  

は相対的に少なく，戦時の動向，とくに疎開先の  

カザンにおける活動については充分に明らかにで  

きなかった．   

戦争がはじまると，同研究所は科学アカデミー  

総裁コマロフから，軍需丁場が集中することにな  

るウラル地方におけるエネルギー事情の改善を指  

示された．このため，研究所は，庄〕ボイラーの生  

産性のlんJ上（ェリ・カー・ラムジンⅥ．Ⅰく．f）こ1M3Ⅰ刃l  

ら），②電力供給の巾l析排除，設置折み設備の最  

人限稼働（ラムジン，エム・アー・ストウイリコ  

ゲィチ肌A．Cll叩‖KOR‖tIら），（諌設備の合畔化・  

巾編に不可欠な措置を削らかにし，評価イ、」‘けする  

ために諸機関の稼働状況を速やかに分析するノノ法  

の川発（アカデミー会員エム・ヴェー・キルピ  

チェフ肌B．KHpnHqCBら），④さまざまな稼働  

条件卜における発電機の全面的なテストに関する  

研究（アカデミー会員カ・イー・シェンフェル  

K．‖．Iuc‖（bcpら），⑤燃料の節約（ベー・アー・  

テレショフB．A．≠，月eⅢeRら），（釘電力系統運行  

管理と規範の諸問題（アカデミー通イ言会員イー・  

エス・ブルック11．C．I；pylく，ヴェ・イー・ヴェ  

イツ」〕．‖．Be軸ら），（事変電所や電流の結節点  

における転流の諸問題（テレショフら），⑧系統稼  

働の安定性，《ウラルエネルゴ（＝ウラル地方熱供  

給・電力系統）》への援助（イー・エス・ステコリ  

ニコフ11．C．CTCI（（VlblI川く（）Uら），⑨継竃保護策（ェ  

リ・イー・グウテンマッヘルJI．‖．IlyTCIMaXCp  

ら），および⑲事故箇所のすばやい把握と発電所・  

変電所・電力網諸設備にたいする事故r防措置の  

考案（ シェンフェル，アカデミー通信会員カー・  

アー・ クルツグlく．A．1くpyr，グウテンマヘル  

ら）という課題を立ててこの要請に応えた小．   

また，他方で同研究所は軍事に直結した秘据研  

究にも従事した．こうした裸題には，（喜〕ソナーに   
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Ⅷ．鉱物性燃料研究所   

（HHCTHTyT rOpIOtIHXHCI（OrIaeMhⅨ）   

捕捉されない魚雷の推進機関用ボイラーの研究，  

（②新しいタイプの航空段卜爆弾の川発，（誅コーク  

ス設備の一昼夜単位における生芹量を増人せしめ  

る研究，およびコークス化学丁場での“特殊製晶”  

の年産性を増加せしめるノノ法の研究，（㊤赤軍用無  

炎燃焼練炭の開発，⑤航行妨害用気球の雷雨から  

の保護策，（軌航空機用エンジンの同期化装置に関  

する研究，（手機関銃の遠隔傑作のための電動装置  

の設計と機関銃制御機構の電動部の試作品づく  

り，（沙可動式無線ステーションに電力を供給する  

常磁性体発電機について第627⊥場に援肋する課  

題が含まれていた（∵）．のちには，これらの諸課題  

にさらに，（喜〕新しいタイプの液体燃料の川発，（②  

航空機用乾式蓄電器の開発などが加わることにな  

るニう）．  

1934年，腐泥炭研究所（GnIX〕日印eRI｝鵬‖llC′1「‖′1ylう，  

国立石油研究所（「ocy几apC′1rBe‖‖Ⅰ，IfiHCC，月ⅢOR打1、e肌  

cl（H蕗IICOT那0良川ICTHTyT）のいくつかの研究室，科  

学アカデミーの石油地質探査研究所（He（b′1、川10fi  

re（1月（〕rOpこ13Beノ刊〕ⅦⅠ，Ⅰ畠‖llC′1rH′1ry′1う を基礎に設立され  

た小．   

第2次世界大戦は航空機の戦争として知られ，  

航空機用ガソリンの人量供給めざし，各l七lで効率  

的な石油分解法の研究開発が進められた．とりわ  

け，アメリカにおける流動式接触分解法（Fluid  

CatalysticCracking：FCC法）の成功は石紬分解精  

製に飛躍をもたらしたものと評価されている2）．  

旧ソ連邦も例外ではなく，本研究所でも航空機燃  

料の人量供給を主な臼的とした石油分解法の研究  

開発が人きな比盛を占めることとなった．1941年  

における秘密課題のなかには，すでに接触法石油  

分解の技術開発と接触分解用の触媒の探究，ノ低温  

接触分解法による航空機用ガソリンの製造法など  

の課題が含まれていたニう）．  

1941年後半，研究所はカザンへの疎開を実施し  

つつ，その石油化学研究室（几160pこ1′1「叩‖‡IX‖M‖‖  

lled）′1、H），原動機燃料研究室いa60pa′1rOpHiIM（〕′1℃p‖（〕「（〕  

T（）nJI日日a），蒸気相酸化分解研究室 UIa6（）paT叩H河  

口こ1p（〕（ゎこ13‖0（〕K‖C．乃H′1、e．乃Ⅰ）l10「（川peK‖‖ra）において，モス  

クワで，（喜〕潤滑油品質改良用の合金添加材の合  

成，②原動機燃料用のオクタン価の高い添加剤の  

合成，（諌炭化水素の接触脱水素法によるトルエン  

分離の諸課題を，モスクワとカザンで，④低温接  

触分解法による航空機用ガソリンの製造（プロセ  

スはモスクワ，触媒についてはカザンで実施．モ  

スクワでの仕事はまもなく終了した），⑤蒸気相高  

温分解法による航空機用ガソリン，芳二杏族，フェ  

ノールの製造法研究に取り組んだl〉．  

1942年6ノ」までに，研究所は岩下の巾編を実施  

し，新たに所内に炭化水素酸化・燃焼特別研究室  

（CneItHこ1瓜‖こ1H刀a6（〕pこ1′1「叩H‡IOKHC月eIIH‡Ⅰ‖CrOpa‖H‡I  

yrJICB（）月（）印）且（）U），燃料・潤滑油戦利品分析特別研究  

室（CneuHaJhlIa5］Jla丘〕PaTOpll只‖CCJlem〕13alI胴Tl≠1f）C血L，lX  

o6pa3川〕BrOp10tIeCMa30tl川｝ⅨMa′1、ep‖a．乃（淵．）を設け，低   

（1）r；．A．’lblCuC13（3En4．］tflp．3H‖H），“K130IlpOCyO   

BKJl虻円CIII朝日nJlaI川耶月II（）一日CCJIC月（）BaTCJlbCl皿Ⅹpa〔；（）T   

∋llepre′1rHtleCK（〕rOHeC′1rH′1ylrこ1AH‖a1942r．3a几こ1tl   

Clj椚alI仙ⅨCpa31jHTHCM∋‖CprCT川揖浄aJla，Ⅰ（alく   

M（〕ul咽畠（〕nOpl10畠6a3Ⅰ｝IO6（〕pOlll10r（〕′11｝Ⅰ．mL”B  

（くq（肛月a几IlaiI3こ1日‖CKa（〕RK．ⅧOtleIl‖‖B n．乃こ1‖31HI／mこ1  

IIa1942r．pa60TnO371CprCT川（C浄aJla，IlpOrpaMMa   

pこ160′1「∋HI／mallこ11942r．n（〕′1、eMe‘Mo′1℃p‖（〕e  

り  ′1rOn．乃Hf主（〕，Ma′1rep‖こ1．乃Ⅰ，Ⅰ（〕6c，月e几）招こ1Il‖‡ⅠⅠくeMepORCKOr（〕  

1く（）KC（）Ⅹ1WCCl《）「（）3a叩朋日比13alICl（膿′1、∋U No．1日   

No．2‖nepenHCKa nOノ叩．11こ1yt‖Ⅰ｝IMROnp（〕CこM．〉〉．15．   

止．4130．X止．41．／Apx‖Bf）AH¢．209．On．1．   

几21／．JIJl．18－25．  

（2）“G〕Il〔疏Ⅰ3a′1、即Ⅰ，C′1rB（〕ヨ‖epre′1「‖tleCKOr（川IIC′1「‖′1yl、aAH   

CCCPnoo6ucalくanCM椚CCl（0叩／C叩C13‖O13a71抽）   

H71CTHTyTO13Al（a且CMI朋IIayl（‖aOCIIO13CIIcp130MaiicKOrO   

np‖Kこ13a′1∴C′1、a．乃‖llこ1．”B（（）′1rtle′1rn〔川aytI‖（〕   

日CCJICnO13aTCJlbCl（l《）蕗pa60TCH7l－Ta3a 7MCC別1C1313  

1942r．目口CpCnHCI（an（）H3MCIIClI抽）HyT（）qlICII抽）   

n．乃allこ1．〉〉．Ⅶ．42－X止．42．／旬）X‖Bf）AH¢．209．  

〔h．1．ル27／．JIJl．2－4．  

（3）‖．（）．且‖p．†う．A．′l「cJIC山CB，“（五qcTn（川ayqlI（）－   

HCC，月eノⅦ淵汀1、e．乃Ⅰ）Cl訳0畠pa〔k∬eIⅧ′1「こ13a 7MeC叫e月田  

1942r．（rh3且CJ13al（PhlTOfiTCMaTHK封）．”TaM）lくC，JIJl．   

610〔；．  
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カロリー燃料研究室 いa60pa′1rOpⅢ川H3KOKa．叩‖血Ⅰ，ⅠⅩ  

′1、On，丑目指）を低カロリー燃料・半コー クス化研究室  

（Jh60PaTOl）岨7M31《〕lくaJnl）血仙ⅨTOrTJ眺IlrTOJP《〕lくCOt3aTJl1日）  

に改組した．モスクワにはドイツ軍から奪ったガ  

ソリンを分析する研究室を設置した．また，カザ  

ンに2ノつめの実験機器製造⊥場となる「第2機械  

職陽（BlⅥ）Ⅰ，IeMeXこl‖HlleCIUIeMこIC′1repCIUIe）」を設置した．  

研究所はこの過程で石油工業人民委員部傘卜諸企  

業，すなわち，サラトフのキーロフ名称⊥場，「ヒ  

ムガズ（XIⅧⅥ「A3）」丁場，ウーファ石油精製丁場，  

モスクワの「ネフチェキップ（Hc（bTCl皿n）」⊥場，  

チカロフのコーシキン名称⊥場（3au（粗ⅢM．K（）ulく肌a），  

石油・製油丁場左トラスト，および，石炭鉱業人民  

委員部の諸企業， クズバス石炭トラスト，カッ  

シーラ・スレート乾留⊥場，さらに鉄鋼業人民委  

員部所属の冶金企業と密接な協力関係を築き上げ  

たしJう1 

カザンでは，秘据研究を実施するために，隔離  

施設をつくり，研究員の名前も伏せて研究に従事  

させた．また，ウーファ石油精製⊥場とコンスタ  

ンチノーフカの第16丁場の施設を借りて秘密研究  

を実施し，後者では，内容不詳ながら，工業用の  

設備も組み立てている．こうした研究には総計42  

名の研究員が従事していた川．“秘密研究”の内容  

は明らかではないが，おそらく戦利品分析や諜報  

活動でえられた情報に某づくリバース・エンジニ  

アリングのことであろうと推測される．1944年12  

月の赤軍燃料供給管理部宛報告骨子では，（喜〕アメ  

リカ型のスーパー・ガソリンの製造法，②オクタ  

ン価100以上の高芳杏族化したガソリンの製造法，  

③パラフィン状芳香族炭化水素，④接触分解法の  

ための改良アルモ珪酸塩触媒の探究，⑤塩化アル  

ミニウムを触媒とする新しいノノ法によるアルキ  

ル・ガソリン製造張術の開発，および⑥アルキル・  

ガソリン梨i割こ用いる塩化アルミニウム触媒に替  

わる触媒獲得のための技術川発を課題として挙げ  

ているし7－．なお，それ以前の1944叶6ノ」，研究所  

は，芳香族化，接触分解法，リフォルミング，お  

よび接触アルキル化の研究のために，5名の定眉  

外職員の雇用と航空機⊥業人民委員部からの資金  

援肋を，科学アカデミー副総裁アー・アー・バイ  

コフ（A．A．Ba撫（〕R）に要請しているH）．  

1945年になると，研究所の報告類におけるこう  

した課題への言及はほとんど比られなくなる．か  

わって，①カフカーズ，クリミア・沿ヴォルガ地  

ノバこおける産油地域の地学的構造の研究，（計石油  

採掘の強化，（諌石油，および石油製品の化学的加  

⊥，④石油・石油製品の化学的構成，物理化学的  

特性の研究，（昏高オクタン価，高晶質潤滑油の製  

造ノノ法，（疎人工液体燃料，石油代帝品，（訓身形鉱  

物性燃料の化学と発生学，⑧コークス原料用石炭  

の基盤拡大が研究所の課題として丑べられてい  

るしリ1．  

（1）（dlpeノ叩C，耽）B‖e）〉F（（）Il‖CH3．／Apx‖月Ⅰ）AHO．414．（）Il．   

3／．Jl．1．  

（2）さしあたり，加藤邦興▲『化学の技術史』（オーム   

社1980年），159－161ページ参照．  

（3）“HaytlTu，lih）TtlCTOpa60TC‖llCTHTyTar（〕p上例日X   

HCl《）IlaCMhlXAHCCCP3a1941r．I10TCMaM   

3こ1KpI，Ⅰ′1「（〕rOn．乃allこ1．”15．Ⅶ．42．月（4七1ytlllI｝Ifio′1、tle′1r   

Opa60TC‖II－Ta rOp的tlHXHCl《）IlaCML，ⅨAHCCCP〉〉．／   

Apx‖月Ⅰ）AH¢．414．（）n．1．几44／．JL2．  

（4）“（）1rtle′1rOBI｝In（ユⅧle‖H‖口調Ila‖「‖‖a別叩〕e   

n（）JⅣr（）且HC1941r．3a aUryCT－CCIIT月毎bn（）   

cneIt′1、eMa′1「Ⅰ胱e．”Tこ1M〉Ke，几几17，18．  

（5）“（）′1rtle′1rO′几e汀1、e瓜‖OC′1、H‖llC′1rH′1ylran〕pOtl‖Ⅹ   

‖cl《）IlaCMhIXAHCCCP3arO且130fi71hI（c目上OJ川1941一   

月（川IO月‡I1942r．）”B（（）′1、tIe′11｝IH（〕′1rtle′1「IlI，Ie   

Ma′1repHa月hI3こ11942「．）〉．12．Ⅵ止．4211．Xl．42．／   

ApxH13PAH（I）．414．On．1．！L．47／．JIJl．19，2O．  

（6）“（）1rtleTOpこ16oTeCIleIltlaCT‖Il「‖AHCCCf）3こl  

■ヽ 1943r（u．U（（IIcpcnHCKa C CClq）CT仙IM（）mCJl（）M   

AH CCCPHOTJICnOMCIICⅦ）a60T〉〉．25．I．43－10．   

兇Ⅰ．43．仏pxHBf）AH¢．414．（九1．几67／．∬L23，   

23〔；．  

（7）“I匝）Cl汀：抽pa】ガ1C川00ClIa6）1くCII朋「（〕p上例肌極acII（）ii   

ApM‖‖．”（〕′1、16／兇ト44．B（椚epen‖CKaC（）Ⅲ即（朋   

CIICupa丘）TAH CCCP3a1944r．〉〉．仏pxfl13PAH（I）．   

414．〔h．1．ル80／．JIJl．16－17．  

（8）DIlpeKTOp‖r‖．C．C．HaMeTF（Ⅰ叫“B‖IleIlpe3ⅠⅥeIrry   

AKanCM＝HIIayl（CCCP，al（anCM川ⅣA．A．r3a血o13yOH7   

川0乃‡I1944．”TaM〉Ke，几7．  

（9）“（）′1rtle′1rO60Cl10B‖Ⅰ｝ⅠⅩpe3y月Ⅰ，′1ra′1、aX‖こ1ytl‖（滴   
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pe∋招こ1KyaIlⅢ‖IIC′1、H′1ry′1「こ1月怖）CKBy〉〉．5．X4229．Ⅸ   

43．／Apx‖月Ⅰ）AH¢．577．On．1．几117／．几46．  

（2）“crl‖COKO60pynO13aII朋‖71CTHTyTa′1t・OpCTHtlCCl（0蕗  

「e（〕（b旧HK‖，0′1rnpこ1月，月iIeⅦ〕「（川lくこ13a‖Ⅰ）几月‡IC（〕ⅩpallellⅢL”   

R（（CRe几ellH‡IHnepen‖CKa（〕6ヨBこ1KyaH‖H‖llC′1rH′1ylrこ1   

uぬ3alIb〉〉．Ⅷ．Ⅸ－41．／Apx日日f）AH（Ⅰ）．577．〔h．  

1．几116／‥几几も5．  

（3）“CRe月ellⅢIO6ヨBaKy‖pORa‖‖Ⅰ，IX‖3八心cKBI，川仏3こ1‖Ⅰ，   

‖71CTHTyTa′1t・OpCTfltlCCl（0蕗I、co伽3川皿AKa且CMI朋7113mく   

CCCI）．”TaM〉Ke，几1．  

（4）“crl‖COlくCOTPynIIHl（O13IICTHTyTa′lt、OpCTHtlCCKO蕗  

I、co伽3日K封AKanCM日日llayl（CCCP，OCTEM月日XC月13   

八心cKRe：”TaM〉Ke，几2．  

（5）yI（a3．UnpHMCqal1日H（2）．Jl．3．  

（6）淡くa3．UnpHMCqal1日H（1）．Jl．46．  

（7）¶1M〉Ke，几34．  

几e汀1reⅧ）Il（〕C′1rH‖llC′1「‖′1ylran〕pOtlHX‖cKOnaeMI｝IXAH  

CCCf）3a1945r．”B（4）TtleTO6ocHOB‖Ⅰ｝IX   

pc3yTlbTaTaXIIa門IIOfinc57TC刀b710CTfl‖IICTHTyTa  

n〕PTOtI‖XIIcKOmleMhIXAH CCCI）3a1945r．〉〉．／  

ApxHBf）AH¢．414．OIl．1．几95a／．几1．  

Ⅸ．理論地球物理学研究所   

（HHCTHTyTTeOpeTHtleCI（0晶reoOH3HHH）   

この研究所の疎l川に関する指示は，1941年10月  

16口に発せられたが，その文面に不l川奈な部分が  

あったため，モスクワに相対的に多くの研究員・  

職員を残留させることとなった（1〉．疎川川始の段  

階における在籍者数は49名（所長，学術書記各1  

名，研究室主任7名，上級研究員17名，初級研究  

員14名など．定員は58名なので9名欠員であっ  

た）ドミー．本体はカザンに疎開し，カザンl王1立人学の  

天文台に面積をえた（：う〉が，モスクワには研究員，  

職員あわせて14名を残留させた．そのなかには，  

モスクワl七l立人学物理学部教授で当該研究所の兼  

職研究員であったェス・エ・ハイキン（C．ヨ．  

Xa撫‖‖）も含まれていた1）．   

カザンには，スペクトログラフ4機をはじめ28  

点の比較的大型の機器が運び込まれた（5〉が，これ  

ら機器を動かし，研究を本格的に進めるために現  

地で仙名か新たに職員を雇用しなければならな  

かった川．  

1943年4月にまず10名の北遣隊を派遣して本体帰  

還の準備にあたらせ，5ノ」には数学部佃aTCMaT椚CClq五i  

（〕′Ⅲe，月），二次電子計器研究室（几16（〕pa′1℃pH‡IB′1℃p‖tl‖0  

∋JICKTp（）‖‖bIXnpH6叩（）U）の16名とその家族30名，  

9～10J」に盛量分析研究室（IlpaBHMCTpHqCCIくこ川  

月こ16（〕pa′1℃p‖‡Ⅰ），光学研究室（（）汀1、HtIeCKこ1‡＝a60pa′1℃pHiI）  

の16名がモスクワ帰還をはたした．なお，この段  

階で，物理学的探査法研究室（OT月CJl（匝3日qCCl測Ⅹ  

Me′1「〔ⅥOBpa3Be月KH）の研究員はウーファとイシンバ  

イにおける石油関連の調査に派遣されており，そ  

れぞれ任地から直接モスクワに帰還することに  

なっていた（7〉．  

Ⅹ．地理学研究所   

（HHCTHTyTreOrpa（bH14）   

戦争l川婚前，同研究所ではソ連邦25周年となる  

1946年刊行をめざして，8巻本となる予定の労作  

『ソ連邦の地理』編集作業，および資本主義諸国  

の自然・経済地誌の編纂に触り組んでいた．前者  

は，8巻中7巻分の著述作業を1941年中には終え  

ることができるまでに作業が進んでいた（バルト  

諸国のソ連邦“加盟”などにより巻数が増加する  

ことも予想されていた）．後者については，フィン  

ランド，ルーマニアなどについて編集作業をほぼ  

終え，続いてイラク，アフガニスタンに関する作  

業を進め，1941叶利こはドイツとアメリカ合衆l七l  

に関する作業に着手するr定であった（1）．   

戦争がはじまるとこうした作業は一斉に中断  

し，資源動員に関する政策提言がこの研究所の人  

きな課題となったドミー．1941叶末，研究所の本体部  

分はカザフスタンのアルマ＝アタに疎川した．モ  

スクワに残留した研究員・職員は1942年初め，“モ  

スクワ・グループ’を形成する（：う〉．   

アルマ＝アタでは，南カザフスタン，中央カザ  

フスタン，北キルギス，トルクメン，チェリヤビ  

ンスク州，南オムスク州，ヴォルガ中流域，同下  

流域の諸都巾，人口集積地を対象に，原料資淑，   

（1）“11Jla71pC∋13alⅣau日日‖71CTHTyTa′1tゝOpCTHqCCl《）fi  

「eo（bH3‖F（‖AHCCCI）．”B（（CBejleHH5THIlepeIl‖CF（aO  
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エネルギー資娠，水質淑，運輸交通の諸条件，労  

働力資娠などの観点から，新しい丁業発展の＝」瀧  

性を探る調査研究活動を展開していった．こうし  

た研究活動の結米，たとえば，クズィル＝オルジ  

ン州のアラリスクにはソーダ丁業，硫酸丁業など  

化学⊥業の立地に適していることを削らかにした  

り，トゥルクシブと中央カザフスタンの鉄道路線  

を連結することのメリットを明らかにしたりして  

いる・また，ヴェ・イー・ レニン名称全連邦農  
ケ丁∵∵ノ∴川  

業科学アカデミー（以卜，BACXH‖JT）・カザフス  

タン支部と協力して，中央カザフスタンの農業の  

調査にも従事している川．   

“モスクワ・グループ’は，国防人民委員部諸  

機関の要請にもとづき，“特殊活動”を展開した．  

その内容は，①前線の軍事地誌4種類（計36印刷  

全紙分：1全紙は書籍16ページ分・・∵著者）の編纂，  

②外l七lの軍用地図11種類（計140全紙分）の作成，〔誅  

広域軍用地図4種類の作成，であった（5〉．  

1943年半ば，アルマ＝アタにカザフスタン調査  

隊を残し，研究所はモスクワに帰還したし6－．1944  

年になると，同研究所は，（Dリ「き続き，赤軍に地  

l対・地誌を提供し，（卦ドイツ車に占領された地域，  

すなわち，バルト諸州，モルダヴィア，ウクライ  

ナ阻取 口シア西部の経済復興に役立つ経済地誌  

を編纂し，（諌4年間にわたるカザフスタンの自  

然・経折地理研究の某木的な成果をまとめあげる  

作業を行った7）．  

（4）さ′Ka3．田口pHMetIallHH（2）‥耶L25．  

（5）“（）1rtle′1rOpこ16（〕′1re‖llC′1「‖′1ylra「eOrpこ1（b‖HAKa月eM‖H  

■ヽ  71ayl（CCCP3a1943ron．13（OrtlCTOpa60TC‖ll－Ta   

3a1943「．）〉．／Apx日月Ⅰ）AH¢．200．〔hl．几66／．   

几乃．4，5．  

（6）yI（a3．UnpHMCqal1日H（3）．Jl．11．  

（7）“lくpaTF（Ⅰ亜oTtleTIl‖CT‖TyTZlreOrPこId）HHAHCCCf）3a  

1944ro几．”B（（）′1rlle′1rOpと16げ1re‖‖C′1「汀y′1「こIreOrl）とId）川I   

AHCCCP3a1944r．））．／Apxfl13PAH（I）．20O．OIl．1．   

几71／‥乃．42．  

刃．生化学研究所   

（HHCTHTyT6HOX14MHI4）   

木研究所は，本来，生命現象の某礎にある化学  

反応，什物学的触媒，つまり，いわゆる酵素の働  

きによる植物性・動物性原料の加⊥について研究  

することをH的としていた（1〉．戦時中の所長は高  

名な年化学者アー・エヌ・バッハ（A．H．Bax：1857  

－1946），“生命の起源”研究で有名なアー・イー・  

オパーリン（A．‖．OnapH‖：1894－1980）が副所長  

を努めていた．   

戦争が始まると，この研究所もl七l防への貢献が  

求められた．研究所lノ引こ4つの作業班（Bp‖rこ1几a）  

が組縮ほれた．そのひとつ，「ビタミン作業班」で  

は，①ビタミン剤製造企業《ソユーズヴィタミン  

プロム（CoIO3月H′1、肌m1日IX〕M）》に協力して，針葉樹や  

クルミを原料とするビタミンCのコンセントレー  

トづくり，②ビタミンCを含む野生植物と栽培植  

物の葉状組織の研究，（諌それらからのビタミン  

C・コンセントレート抽出法，④ビタミン製剤精  

製のための電気透析法，⑤ビタミンBl検出法，  

およびその装置の川発，（釘非食用原料からのカロ  

チン製剤づくり， ¢天然素材からのビタミンK精  

芽も ⑧ビタミンD検出の光学的方法の開発がすす  

められた．「穀物作業班」では，（喜〕質の悪い穀物の  

保存と活用，②火災で被害を受けた穀物の利用  

法，③収穫高の人きい穀粉（完全に粉ひきされた  

もの）の利用，（㊤粉ひき後長期保存の必要性を省  

くための小麦穀粉の熟成期間短縮湛に取り組み，  

「野菜保存作業二旺」は，（喜〕最も効米的な野菜保存  

法，（②野菜乾燥法と乾燥野菜保存法の合畔化に，   

（1）“11Jla71pa60T‖71CTHTyTaIIcorpa（f）日日Alくa且CM＝HIIayLく   

CCCf）‖こ11941rojl．28oF（T．1940．”B（dl，na‖‖こIytl‖O   

日CCJIC月（）BaTCJlbCl皿Ⅹpa6（）T川Ⅰ－TaIIa1941rリ   

且OI10JmCI…日日3MC71C71胴l（‖C叩／〉〉．／ApxH13PAH   

¢．200．（）n．1．几44／‥几几1214．  

（2）！LHpCl（T叩‖IICTHTyTarCOrPa（f）甜AHCCCP，al（an．A．   

A．T加「叩bC13，“KalくCo13CTCl（HCrCOrpa如pa60TafOT   

几邦IO60p（〕‖Ⅰ，Ⅰ．（10．Ⅷ．42）．”B（（）1rtIe′1l｝IOpこ16（〕′1re   

c（）叩mlI川（（）日日II－Ta3a1942r．（且（）1aurycTa）〉〉．／   

Apx日日f）AH（Ⅰ）．200．〔加．1．几59／．Jl．2．  

（3）“Ⅰくpa′1、KI亜（〕′1、tIe′1、（〕pa60′1、e‖‖C′1、H′1ry′1て1「e（〕叩ad）HH   

AKanCM日日71ayl（CCCP3a13PCM5H30血hI．”13（OTtlCT   

opa60TC‖7l－Ta3a1943r．〉〉．／ApxH13PAH（I）．200．  

（九1．几66／．几11．  



戦時下のソ連邦科学アカデミー（111）  
47   

「お茶作業班」は触康な茶葉からの濃縮茶づくり  

に取り組んだ．また，その内界は不明ながら，科  

学アカデミー過信会員デー・ タルムード 軋  

n．乃叫Ⅵ）らは赤軍参謀本部の要請を受けて，“特別  

の裸題”に挺身したドミー．   

研究所は1941叶末，フルンゼ市に1疎開しはじ  

め，1942年の初めまでに所員のほとんどが移住を  

ソニイした．しかし，研究所は研究室ごとに当地の  

キルギスl七l立医学専門学校，フルンゼ第1製パン  

丁陽など5カ所に分散され，そのほとんどが上水  

道と送電設備を欠いていた．そのため，フルンゼ  

では研究所はほとんど機能しえなかった．所員  

も，モスクワ，トビリシ，アルマ＝アタ，スイク  

トウイヴカルに分散し，それぞれの仁地で各Hの  

課題に従事している様子で研究所としての一体性  

も危機に瀕していた．それでも，フルンゼでは，  

砂糖人根の糖分保存の生化学，ビタミン類の生化  

学と技術，製パンの生化学的某礎の解削が進めら  

れた．赤軍の依索郎こよる裸題も継続されたが，依  

頼主とは手紙のやりとり以外の連絡方法がなく，  

課題の進展には難渋した（：う〉．結局，研究所は，中  

央アジア諸共硝1国，とりわけフルンゼを昌▲都とす  

るキルギスの現地の課題に肋言を与えるイ上辛が最  

も大きな比重をしめることとなった（l〉．   

モスクワに帰還すると，こうした裸題はすぐに  

活動項Hから外され，砂糖人根の保存法，乾燥野  

菜におけるビタミン保持のノノ法，播柿崎料として  

のジャガイモ表層部における牛化学的反応，病気  

をもつ穀物の生化学，お茶の生芹技術や，ビタミ  

ンC製剤の製法，針葉樹起仮のビタミン帥H物の  

品質改良，ビタミン源としての木の葉・草類の利  

用などに取り組んだJうー．   

戦局が好転すると，卵白の活用，酵素の研究，  

ビタミンの生化学研究など，実践的な課題を進  

めし6－ながら，他方でアメリカ，フランス，イギリ  

ス，スイス，カナダ，ハンガリー，ユーゴスラヴィ  

アの研究者と交流を深めつつ，戦時における実験  

手段不足からますます深く取り組むことになった  

年化学上の理論研究を展l川してゆくことになっ  

たし71．  

‖CC，月eノ叩B打1reⅧ）CKOr（〕ytlpe〉K几ellⅢⅠ3こ11941r（〕几：  

Il‖CT‖TyTf3‖OX‖M別封AH CCCI）．”B（（r（〕几OBOfi   

CTaTHCTfltlCCl揖蕗（）TtlCT OIIayqIIO‾HCCJICnO13aTCJlbCl《）f1   

月e汀1、e．乃Ⅰ）ll（〕C′1、‖‖Kf主ap′1、a．乃Ⅰ）llI｝IeO′1rtle′1「Ⅰ，川a60pa′1rOpHfi3こ1  

1941r．〉〉．／Apx日月Ⅰ）AH¢．388．On．1．几151／‥乃．5．  

（2）“′1t・MaTHqCCliEl銃口Jla71‖IICTHTyTar；HOXHM胴削AlくanC附H   

‖ayKCCCf）‖a別叩〕enO．乃yrO月‖e1941「（〕ノ叩．”B  

（くH．乃allllこ1ytll10‖CC，月e几（淵打1re．乃Ⅰ）CKOf1月e汀1、e．乃Ⅰ，IlOC′1、H   

‖71CTHTyTa71a1941ronHMaTCpHaJJLIl（IIJlaIⅣ〉〉．／   

ApxHRI）AH¢．388．On．1．几150／．〃L336．  

（3）“oTtlCTOpa60TC‖llCTHTyTar3日OⅦMI朋Al（anCM日日  

ヽヽ lIaylくCCCf）3a1942r（）且．B（くIl）月（）B（）ii   

C′1て1′1「‖C′1「HtleCK‖fio′1「tle′1「HO′1「tle′1「0Ilこ1ytlIlO   

HCCJICnO13aTCJlbClくOfinc57TCUlb710CTfl‖IICTHTyTa3a1942   

r．，MaTCpHaJA，ll（OTtlCTy））ノApxH13PAH（I）．388．  

（九1．几172／‥乃．12．  

（4）“oTqCT（）Ubm（）JIIIClI甜nJlaIIalIayⅦⅧ）一   

日CCJICnO13aTCJlbCl皿Xpa60T‖IICTHTyTar；flOXHM日日  

リ  Al（こIjleMH‖HayF（CCCf）3a1943ron．B（4）TtleTO  

I明月lIO一日CCJICnO13aTCJlbCl（0蕗nc月TCJlbIIOCTH，pa60TC   

こ1CnHpall′1’ypI，Ⅰ‖n（〕llこ1ytll10′1’eXll‖tIeCKO坑口ponarこ111月e   

‖llC′1「‖′1ylra3a1943r．）〉．／Apx‖BI）AH¢．388．（九1．   

几184／．Jl．4．：結局，物資不足と技術的条件の   

劣悲さから，フルンゼでは実験研究はほとんど   

できなかった（“Ⅰく1）汀1rKI正ioTtle′l、01）と16けl、e‖‖C′1「Ⅰ′1ry′lてI   

r3日OXl朋Ⅰ朝日M．alくan．r気xaA．H．AKanCMflHIIayLくCCCP   

3anepB（〕en〔川yrO月He1944r．”B（イ）′1、tIe′1、（川aytI‖（〕   

日CC．口じ1（〕Bこ1rl、即Ⅰ，Ct《前几e汀1、即Ⅰ，Il（〕C′11日，（〕pa（；orl、こ1Ⅹ，BIlじ叩eIl川，Ⅸ   

BlIこ1け）月1Ⅰ（℃Ⅹ（〕3鵬cT抜），目口p（舶C月Cl】Ⅷ111こ1）Ⅷ旺）‾TCXI】椚CCI《元i   

nponarこ1‖月Ⅰ｝Ⅰ‖IIC′1rH′1、y′1rOM3こ11944r．；Ma′1repHa月hIy   

oTqCTy〉〉．／ApxH13PAH（I）．388．OIl．1．！し193／．Jl．   

50．）．  

（5）“（）′1rtle′1「…3こ11943r（肌”〉′Kこ13．／ApxHBf）AH¢．388．  

〔h．1．几184／．JIJl．5，6．  

（6）“oTqCT（川a門IIO一日CCJICnO13aTCJlbCl《）fipa60TC  

IIIICTHTyTZIBHOXI／m4IIH‖M．A．H．f3こIXaAH CCCI）3a  

1944ron．：”坑くa3．13npHMCtlaIMH（4）．／ApxH13PAH  

（Ⅰ）．388．〔加．1．几193／．Jl．19．  

（7）“（）′1rtle′1rOnOCeule‖H‖r（〕C′1「‡IMH‖llC′1rH′1ylraB‖0ⅩⅠ／M朝   

日M．A．H．r3axaAKa且CMI朋IIayLくCCCP．”TaM）lくC，Jl．   

57．   

（1）“n〕几（淵（浦c′1甘1「‖C′1rHtleCK‖fi（〕′1rtIe′1、（川aytI‖（〕  
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Ⅶ．遺伝学研究所   

（HHCTHTyTreHeTHKH）  

然ゴム樹脂を含む植物の成育高を増やす研究など  

に取り組むことになった1）．1943年，シベリアの  

諸コルホーズでルイセンコ流の耐寒品種化処理を  

施された小友の種子の邑は50万ツェットネル（重  

量単位：100kgに相当）に及んだ．また，この年，  

ルイセンコの著作『遺伝性とその可変性』が出版  

されている5）．   

モスクワに戻ったあと，1944年になると，同研  

究所はいわゆる“ルイセンコ学説”の支柱となる  

一連の“遺伝学”畔論に一斉に回帰している（fう〉．  

1921年，科学アカデミー自然的年産諸力研究委  

員会附属機関として誕牛した優牛学ビューローを  

母体とする木研究所は，1927年に遺伝学ビュー  
ラ′」ミラト）  

ロー，1930年に遺伝学研究所となり，1933年に遺  

伝学研究所となった．戦時中の所長は，悪名高い  

ルイセンコ（′1、．几JhK、C‖K（）：1898－1976）である．  

1944年現在，この研究所には，（喜〕細胞遺伝学，（②  

一般植物遺伝学，③穀物栽培遺伝学，④草類遺伝  

学，⑤根茎・球根類遺伝学の5研究室が置かれて  

いた．このことからもわかるように，当該研究所  

は，遺伝学を掲げながら，内実として植物成育＝  

農業改良という実践的な方向を指向していた（1〉．  

研究所には，1942年現在，所長含め研究員が10名，  

実験助手・技手が5名，農場の働き手が8名在籍  

していたが，この規模はすべてのアカデミー傘下  

研究所のなかで最小の規模であった2）．残念なが  

ら，木研究所についても，1疎開に関する詳しい資  

料を発見することができなかった．   

戦争がはじまると，研究所はフルンゼに疎捌  

し，食糧増芹に貢献する課題，とりわけ，シベリ  

ア，カザフ，キルギス，ウズベク，および，ザカ  

フカースなど，連邦東部，南東部におけるジャガ  

イモ作什面積の拡人に挺身する．ひとつの種：1■三か  

らいくつもの株をえるべく，稗芋を切断しその上  

表部を利用する目的で，その準備ノノ法と上表部の  

保存法について，また，その切断した由のヤロ  

ヴィザーチヤ（春化処畔）について研究が進めら  

れた．また，ザカフカース，中央アジアを舞台に，  

農業技術についての啓蒙的な広報活動にも力を入  

れた．もちろん，当該研究所が戦争以前から取り  

組んでいた諸問凰 すなわち，生物諸帯出の性質  

の可変性，そのコントロール法，遺伝的某礎の形  

成にたいする外部条件の役割といった理論的諸問  

題や，シベリア，および，連邦南東部における小  

麦・ライ麦の耐寒品種開発，砂糖人根の多糖分種  

の川発といった実践的な問題についてもリlき続き  

研究がおこなわれている（こ1）．   

加えて，1943年には，生物器宮詣組織の遺伝上  

の質的多様性の研究，キルギス共硝1国における天  

（1）T．！L．JhlCC‖l（0，“Cnpa131（aO6‖IICTHTyTCI、c71CT川乱”   

R（（Cnpこ1月Kこ106‖llC′1「‖′1yl、e‖CRe月eIIH‡Ⅰ（〕6（〕CIl（〕BIlI，IX   

tIEulPa11TICtnイ糀Pa6（）ThIl”く昭PaX‖tICTHTyTa．1944r．〉〉．／   

Apx日日f）AH（Ⅰ）．201．〔加．1．几144／．Jl．9．  

（2）“（）1rtle′1「（〕pこ16（〕′1、e‖llC′1「‖′1yl、a「elle′1「Ⅰ／旭IAKa几eMH‖：‖ayK   

CCCP3al－fil（13apTaJ11942rona．”13（dlJla71pa60ThI   

川ICTHTyTa71a1942r．））．／ApxH13PAH（I）．2Ol．OIl．1．   

几138／．几9．  

（3）“IIJla71pa60ThI‖71CTHTyTaIIcIICT川皿AKa且CMI朋71aylく   

CCCI）‖こ11942rojl．”TaM〉Ke，，n，n．14．：ジャガイモ   

作付面積比大のために，稗芋の上表部を切断し   

て種子とする方法はルイセンコ自身が提案した   

ものとされ，研究所内では彼の学説を補強する   

成米と考えられた（“（）′1、tle′1、（〕pa6（〕′1、eI血c′1rH′1ry′1ra  

IIc71CTHl測Al（a且CM日日IIayl（CCCP3a1942ron．”TaM   

鑑e，几7）．  

（4）“TeMa′1「‖tleCKHfin，月a‖pこ16（川｝Ⅰ‖llC′1「‖′1ylra「e‖e′1、HK‖  

ヽヽ  AKanCM日日llayl（CCCP71a1943－firo且．13  

（くTeMa′1「‖tleCK‖fin，月a‖pこ16（〕′1「Ⅰ，川IIC′1「‖′1ry′1、allこ11943「．〉〉．／   

ApxH13PAH（I）．201．On．1．！し142／．JIJl．3，3－6．  

（5）“omcTOpa60Te‖lICTllTyTaIlelICT‖KHAl（a且eMⅧ川aylく  

（二（二（二Ⅰ）3こ11943日rO几．”B（‘ナl、tle′l、Opこ160′l、e‖‖C′1「Ⅰ′1ry′lて1   

3a1943「．〉〉．／ApxllBPAH（I）．201．On．1．几143／．JIJI．   

2－4．  

（6）“H．乃a‖pこ16（〕′1「‖‖C′1、H′1ylrこ1「elle′1「‖棚AKa几eMHH‖a）恨  

■ヽ  CCCPIIa1944ro且．13（（TcMaTHtlCCl皿finJlaIIpa60ThI   

fl‖CTHTyTa71a1944r．））．／ApxH13PAH（I）．2Ol．On．1．   

几145／．∬Ll3．   
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ⅩⅢ．微生物学研究所   

（HHCTHTyTMHI（pO6HOJlOrHH）   

来の類似のものとは違う，油田から発見されたバ  

クテリア硫酸塩の再現，（誅フェノールを酸化さ  

せ，ベンゾールとベンジンの炭素源として活用で  

きる好熱性バクテリアの研究など，戦時食糧増産  

や外傷治療など直接戦争と結びついたものとはい  

えない研究に立ち戻っているし7－．  

レニングラードにあった実験区学研究所（抽IC′ll‖′lly′ll  

北Cnep＝Me＝′1二a・乃Ⅰ）l1モfiMeノ叩IlI｝Ⅰ）に1930年，附設された  
ラ′」＼ラト）  

微生物学研究所 抽1q〕（）6日（Vl（）rHqCClくa県71a6（）paT（）p日月）  

をいノ二体として，1934年モスクワに誕牛した1）．こ  

の研究所もフルンゼ両こ疎捌したが，当地では，  

キルギス畜芹科学研究所，l王1立医学専門学校，製  

パン丁陽など，5カ所に分散配置された．家具の  

調達を手始めとして，疎開先で研究機能を回復す  

るまでには多火の労力を要した（∵）．   

戦争が始まると，疎l用作業をはさみつつ，研究  

所はバクテリア肥料の合理的な活用を通じた主要  

農業作物の収穫高増加を臼指した研究，とくに鉱  

物肥料とバクテリア肥料，その様々な柿類を応用  

した実験農場での研究，外侮治療のための泥裕治  

療法と泥浴療養地の開発，バクテリオファージの  

円病治療への応用などの研究を展川したニう） ．また，  

製パンや医療H的のためのビタミンBlを豊富化  

させたイースト菌，酔いノ二の川発，高活性ビタミン  

Bコンセントラートの原料の問題にも取り組ん  

だLl 

1943年になると，研究所は，好熱性バクテリア，  

アセトン発酵と乳酸発酵に関する研究，バクテリ  

ア肥料の作用の効果に関する研究，植物成育に作  

用する柿々のバクテリアの組み合わせ，傷の治療  

に作用するビタミンAとBlに関する研究，カロ  

チンをはじめとするオレンジ色の色素をもつ酵母  

の形成，ある種のバクテリオファージの外傷治療  

H的での試験活用などに従事した（5）．この年，研  

究所はモスクワに帰還するが，それにともない，  

キルギスにおいて着手・実践された仕事，キルギ  

スや他の中央アジア諸共和l王1にたいする直接的な  

援助清軌は終了したし6－．   

モスクワに帰還すると，研究室の復興，機器類・  

装置類の設置，文献の整備，植物を使った夏季に  

おける実験の準イ†削こ忙殺された．しかし，それら  

が一段落すると，研究所は，（喜〕ショルスウ，チャ  

ンガル＝ターシの硫黄鉱Illの地層から発見され，  

硫黄含有物の変成に作用するのではないかと考え  

られた，2稗類の新種のバクテリアの研究，（②従  

（1）（巾）e／叩C，口OBHe））K（）HHC‖1．／旬）Ⅹ目指I）AH（D．199．（）n．  

1．／．cTp．1．  

（2）“（）′1rtle′1「〔川こ1ytl‖（〕HCC．乃現（〕B汀1、即Ⅰ，CKO畠‖llaytI‖（〕  

IlpOH313（uCT13CIIIIO蕗pa60TC3a1942r．”13（OTqCTO   

71ayt1710一日CCJIC且013aTCJJbCl（0蕗pa60TC‖71CTHTyTa H  

，月a60pa′1℃pHfi3a1942r．〉〉．／旬）Ⅹ‖BI）AH¢．199．（九  

1．几125／．Jl．28．  

（3）“opHCIITHp（）U（）q仙山口Jlal川a1941－1942r．「．”u  

（イ）c‖（〕BIlI，IeIlこ1日pこ1B月eIl‖‡Ipこ1〔；（〕′1、‖IIC′1、H′1ry′1て1  

（OpHCIITHp（）U（）qⅧ，山口tTlat川a1941－1942「．「．）．〉〉ノ   

Apx跳PAH（l）．199．OIl．1．！L．117／．JIJl．33，34．  

（4）“Hこ1ytl‖Ⅰ，Ⅰ畠（〕′1rtIe′1、（〕pこ16（〕′1、en（〕n（〕．乃ytle‖川0ノ叩0〉Ⅰ舐摘，   

060rauC7m，lX13日T肌m10M Bl”13（OTqCTOpa60TC  

，月a6（〕pa′1℃p鵬Hn（〕0′Ⅲ即Ⅰ）‖Ⅰ，IM′1reMaM3a1941r．〉〉．／   

Apx‖RI）AH¢．199．On．1．几118／‥乃．6．  

（5）“omcTOpa60TC‖lICTllTyTa〈加Iq≠血oJ10r皿AI（a′1eM皿   

‖こIyT（CCCf）3こIIlepBOeIIOnyrOjl‖e1943roノ胆．”B  

（イ）′1rtle′1rO‖こ1ytlIl（〕HCC．乃e月（〕Ba′1、即Ⅰ，CKO畠pa〔；（〕′1、e   

‖IICTHTyTa3a1943r．〉〉．／ApxH13PAH（I）．199．On．1．   

几130／．∬LlO13．  

（6）“（）′1rtle′1「〔川こ1ytl‖（〕HCC．乃e月（〕Ba′1、即Ⅰ，CKO畠‖llaytIl10  

ヽヽ （）pral1日3a川イ（）‖‖（）iipa6（）TC3a1943r（）几 B（のTqCT  

（〕‖aytI‖（〕‖CC．乃e几OBa′1reⅧ）CK（〕fipこ160′1re‖llC′1「‖′1yl、a3こ1  

1944r．））ノApx此f）AH（Ⅰ）．199．On．1．ノし133／．Jl．   

68．  

（7）“lくpa′1、KI亜（〕′1、tIe′1、（〕pa6（〕′1、e‖‖C′1、H′1ry′1「こ1八加KIX〕6軋），耽）「‖‖   

AKa且CMI朋71aylくCCCP3aIICp130CnOJlyrOnHC1944   

r（）且a．”′l「aM）1くC，JIJl．159－161．  

】Ⅳ．結晶学研究所   

（HHCTHTyTKp14CTaJIJIOrpa（b14H）  

1943年に新たに科学アカデミー酸化の研究所と  
」 

して，結晶学研究所UIa6叩aT（）p朋叩HCTaJUl（）rpa伽H）  

を母体に新設された研究所である．戦時中に新設   
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された研究所としては，運輸問題研究所（‖‖C′1rH′1ylr  

′1、pこ1‖CnOpT‖Ⅰ，IXnpO6．乃eM）と抽んで，ただふたつだけ  

確認できた，希少な例である（1）．発足時の人員は，  

所長ら指導部3名，研究室主任7名，上級研究員  
］、′トー  

12名，初級研究員14名など，総員66名ドミーで，研究  
リ1  

室にはレントゲン（托lIT（）rCII（）BCKa県71a6（）paT（）p朋），  

結晶の力学的特性 いa60pこ1′1「叩‖iIMeXこ‖‖tIeCK‖Ⅹ  

c臥）fic′1rBKp‖C′1ra几乃（〕R），異ノノ性材料 いa60pa′1rOp‖iI  
力二トノ  

al1日3（）T印）lIⅧ，ⅠⅩMaTCpHaJl（）B）の3－つ，他に研究室とし  

て結晶止電気（Ⅰ定16me′rnI）e3（〕∋．肥K′lp‖tleC′1rBこIKptIC′llこL几Ⅷ〕B），  

結晶形態学（ぬ6川ICTM〔）p如Jl（）「日日叩HCTaJUl（）B），結晶  

角度測定（fh6H‖CTrOIMOMCTp日日KpHCTaJU1013）があり，  

また，結晶光学（極‖C′1ra几耽）（〕n′1「‖tleCKこ1i川a60pa′1℃pⅢⅠ），  

品出（ゆHCTaJIJIH3auH（）川Ia県71a丘）paT（）p日月），電子回折  
テノ」1テト1  

（∋JICl叩（，‖（叩a（bHqCClくa侶1a血pa叩朋）の3研究室が  

組織化の途上にあった（：う〉．研究所昇格以前，エム・  

ヴェー・クレッセン＝ネクリュードヴァ（Ⅵ．B．  

KJICCCCII－HcI（Jl上昭（）Ba）は新しい超硬質其方性材料の  

川発に従事していた1）が，研究所に昇格した1943  

叶には，庄〕圧電結局組織の研究（ロッシェル塩結  

晶でH来た製品の適用範囲が限られている原因が  

その吸湿性にあることを発見した），（敷圧電水晶  

（クオーツ）製造技術の改良（内務人民委員部第  

4特務課，赤軍通信技術研究所などのために，  

6，000個のクオーツ板を製造），（譲合金銅内のクロ  

ム・カーバイドの構造の分析，④超硬質で，軽い  

異ノノ性素材の川発など，計6裸題に触り組んでい  

る佃．  

1944叶には固体の構造とその特性とのmの関連  

に関する諸問題という畔論的な研究を研究所全体  

の某木テーマとしつつ，結晶のシンメトリー，結  

晶構造と形態論，圧電結晶，結晶成長，結晶の力  

学的・光学的特性，および，異ノノ性媒体といった  

諸課題に取り組むことになるし6－．戦時研究として  

の色彩はすでに人きく後退しているといえよう．  

Br．CBep几月（〕BCK，16d）eBpa．乃iI1943r．”B（（）′1、tIe′1、（〕   

pa〔k∬e‖IIC′1rH′1ylrこ13a1943r〔ⅥHn，月aIlpこ160′1「Ⅰ，I  

Jla60paTOpI朋CTpOHTCJlbIIhⅨIlpO6JICMIIa1943r．〉〉．／   

Apx‖RI）AH¢．1572．（九1．几7／‥乃．1．  

（3）3aM．皿1peK′1℃paI血c′1「‖′1ry′1、aIわHC′1て1几耽）rpa（b‖‖，几肌   

r3cJIHC13，“06‖71CTHTyTCKpHCTaJU10rPa¢甜AKa且CMI朋   

‖ayF（CCCI）’：BuelrrpanI，‖Ⅰ，l畠K〔細ITeT，（）・171en‖ayT（H   

〉′npこ1B．乃ellⅢInIX〕nこ1raIlノ間，′1「（淵．CyBOp（〕ByC．「．，   

yIlpa13JIC71日ClくanpO13，TO13．Ⅰ？larOJIC13yH．‖／raM）lくC，   

几9．  

（4）′l「aM）1くC，Jl．8．  

（5）］tflpClくTOpJIa60paTOp日日‥．al（an．A．B．Iuy671川《）13  

“月oM肌Ilこ1iI3こ1日HCKa．”ceKpe′1ra，Ⅷ0八40CKB（〕peIIKOr（〕  

1）af如く（）MaIう柑Ⅰ（6）「．肌）CIくBbIT（）B．柁〕3Ⅲ（〕B（）flO．B．，rllaM  

）1くC，JIJl．20－23．  

（6）“（）′1rtle′1rOpこ160′1reI血c′1「‖′1ry′1、aIくpHC′1て1几耽）rpa（b‖‖  

ヽヽ  AKanCM日日llayl（CCCP3a1944ron．13（OTtlCTH  

IIJla710pa60TC‖IICTHTyTa3a1944roA．〉〉．／ApxH13  

Ⅰ）AH¢．1572．（九1．几12／‥乃．6．  

】Ⅳ．むすびにかえて   

筆者は，かつて，「空前の規模で実施されたこの  

疎川のなかで，利用＝丁能な研究手段の性格に左右  

されることの大きい実験的研究を中心に，多くの  

研究機関ではその研究態勢に大きな変更がもたら  

された」と述べ，「研究機関の戦時疎捌は，少なく  

とも客観的には，戦時研究へ研究者を動員する大  

きな梅軒となった」（1）と結論した．今回の11研究  

所を対象にした調査においても，同じ結果を看取  

することができよう．   

しかし，同時に指摘しておきたいのは，研究所  

によって，戦時疎仰の作用には大きな差があると  

いうことである．前稿で取り上げた，“封鎖”下の  

レニングラード（▼呪，サンクト＝ペテルブルグ）  

から疎川を実施した研究所の悲惨な経験は言うま  

でもないが，加えて，本稿における地理学研究所，  

生化学研究所，遺伝学研究所，微生物学研究所，  

および前稿における動物学研究所など中央アジア  

に1疎開した研究機関は1疎開先ではその研究機能を  

ほとんど発揮しえなかったものと考えられる．ま  

た，鉱山学研究所や鉱物性燃料研究所のように，   

（1）“11p（）TりK（ガ1Nn．22pacn（）p河且‖TC弛II（）「（）3aCC且al1日河  

11pc3日且Ⅰ骨≠1aAI（anCM日日IIayl（CCCP．23nclくa和571943  

「（〕ノ里L”B（叫町1rOK（ユ乃Ⅰ｝IpaCnOpiI馴′1、e瓜‖Ⅰ｝IX3aCeノ叩Il‖畠  

Ilpc3昭Ⅰ馴IaAHCCCPT．Ⅲ．No．17－23．〉〉／ApxH   

f）AH（Ⅰ）．2．On．6．几39／．Jl．206．  

（2）“IIocTa‖ORneJl‖eIlpe3HnIlyMaAF（こIneM‖‖llこIyT（CCCI）．  
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アメリカなど連合国からのインパクトも加わっ  

て，不可逆の変容を経験した研究所もある一ノノ  

で，物理問題研究所などのように，戦争の終結が  

近づいた段階で，さっさと戦前の課題にもどろう  

とする研究所もあった．   

このような戦時疎開の多様な作用を科学史の立  

場からどのようにとらえるべきであろうか．資料  

的・時間的制約ゆえに検討できなかった6研究所  

を除けば，本稿をもって，戦時疎開を実施した科  

学アカデミーの傘卜研究所のうち， 自然科学系・  

⊥学系の研究所に関する調査は一応完了したこと  

になるが，今までにえられた知見を某礎に，別稿  

をもってこの課題に筆者なりの回答を準備したい  

と考えている．  

科学助成・研究成果報告書，2006年11月，30ペー  

ジ．  

【附記】：本稿は，平成19～21年度目本学術振興会  

科学研究費補助金（基盤研究（C）），および，（財）  

口木証券奨学財団の平成19年度（第34回）助成に  

よる研究成果の一部である．H本証券奨学財団に  

は厚く御礼申し上げたい．   

また，この調査研究をすすめるにあたって，数多  

くの現地の研究者の協力を仰いだ．ここに彼らの言  

葉で感謝の意を表しておきたい：加丁叩6Jlar（）朋pHT  

3aTIayⅦ即OnOMOuムCJlenyfmlllXJMu：HaTa∬♭F［IlaBJIOBTIa  

CK．乃叩（〕Ba（Hayt‖Ⅰ，Ifiこ1pX‖B〉′囲肌CK（〕「（〕0Ⅲe北IIH‡I  

PoccI崩cI《元iAI（昭eMH‖‖ayL（）上川）川Ialtx甲rHeB‖aTapaL（aⅧ）J3a  

（Apxll13n）CC血clくOfiAl（a且CMllHIIayl（），OI（CalIa］LaTIllJ10BTIa  

CIIMOIIeIII（O（‖‖C′1甘lγ′r‖C′1Ⅵ）Il‖eCTeCTBO3IIとl‖‖5‖＝reX‖IIIUI  

HM．C．‖．f3a13日J1013aPoccHficlく（減AKa且CM日日71aylく），HX   

C（）Tp）ⅥlIⅢ（‖H且py3b月M（）H．   

（1）巾川 浩『第2次世界大戦期における旧ソ連邦   

科学アカデミーと科学者集団の動向に関する雁   

史的実証研究』平成17年度（財）二二菱財団人文  
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